
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

北一輝の辛亥革命に関する「電文集」と「報告書簡
集」について : 内田家資料による

西尾, 陽太郎

https://doi.org/10.15017/2235988

出版情報：史淵. 105/106, pp.127-152, 1971-08-20. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る

「
電
文
集
」
「
報
告
書
簡
集
」

と

に
つ
い
て

ー
内
田
家
資
料
に
よ
る
｜

西

尾

陽

太

郎

北
が
内
田
良
平
の
委
嘱
を
受
け
て
上
海
に
着
き
、
つ
い
で
武
漢
に
赴
い
た
件
に
つ
い
て
は
、
北
の
「
支
那
革
命
外
史
」
に
は
そ
の
日
時
が
明

ら
か
で
な
い
が
、
田
中
惣
五
郎
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
」
で
は
、

北
が
上
海
に
つ
い
た
の
は
乙
の
二
日
後
、
武
漢
が
完
全
に
支
配
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
。
上
海
の
述
絡
所
た
る
松
崎
洋
行
へ
行
っ
て
見
る
と
、
宋
教
仁
の
置

手
紙
が
あ
り
、
「
自
分
は
漢
口
へ
行
く
か
ら
君
も
着
い
た
ら
す
ぐ
漢
口
の
ロ
シ
ア
租
界
宝
詩
型
二
十
号
広
忠
公
司
へ
来
て
く
れ
」
と
あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
漢
口

に
急
行
し
た
。
（
大
要
）

と
す
る
。
ま
た
「
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
」
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
、
「
北
は
直
ぐ
漢
口
に
急
行
し
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

代
日
本
総
合
年
表
」
で
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
項
に
、
「
賛
興
・
宋
教
仁
・
北
一
輝
ら
上
海
よ
り
武
昌
に
到
着
」
と
見
え
る
。

田
中
が
「
北
が
上
海
に
着
い
た
の
は
こ
の
二
日
後
」
と
い
う
の
は
そ
の
前
文
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
十
月
十
二
日
か
十
三
日
の
こ
と
に
な
り
、

結
局
北
の
上
海
到
着
目
時
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

し
か
る
に
内
田
治
氏
所
蔵
の
「
革
命
電
文
集
」
ハ
そ
の
表
紙
に
は
「
明
治
四
十
五
年
一
月
皮
革
命
ニ
関
ス
ル
来
電
」
と
あ
り
、
い
ま
仮
に
名
称
を
附
し
た
。
〉

五
十
九
通
に
よ
る
と
そ
の
事
情
が
違
っ
て
い
る
。

ま
た
、
岩
波
版
「
近

内
国
家
に
は
こ
の
電
文
集
の
ほ
か
に
、
「
上
海
武
昌
方
面
＝
関
ス
ル
文
書
」
な
る
一
綴
が
あ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て
（
西
尾
）

一
二
七



北
一
輝
の
’
半
亥
革
命
に
関
す
る
「
活
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（西尾）

一
二
八

っ
て
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
の
北
－
輝
そ
の
他
の
人
た
ち
の
報
告
書
簡
を
ま
と
め
て
筆
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
表
紙
に
「
秘
第
一
、
二
、
三
、
四

合
緩
、
黒
龍
会
岡
貞
吉
筆
写
分
ト
照
合
了
」
と
あ
る
。
こ
の
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
は
、
両
々
相
侠
っ
て
、
短
期
間
と
は
い
え
、
辛

亥
革
命
頭
初
の
状
況
お
よ
び
北
の
行
動
と
そ
の
意
見
を
生
々
し
く
伝
え
る
点
で
興
味
あ
る
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
必
ず
し
も
未
公
開

で
は
な
く
、
筑
摩
書
房
の
「
現
代
日
本
記
録
全
集
」
一
九
の
中
、
「
辛
亥
革
命
通
信
」
と
し
て
書
簡
の
一
部
が
刊
行
さ
れ
、
「
東
E
先
覚
志
士
記

伝
」
の
叙
述
な
E
に
も
一
度
は
使
用
済
み
と
思
わ
れ
る
が
、
資
料
と
し
て
の
全
般
的
紹
介
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

体
の
紹
介
を
行
な
い
な
が
ら
、
回
目
頭
の
問
題
に
も
触
れ
て
見
た
い
。

以
下
そ
の
全

上
記
「
電
文
集
」
の
最
初
の
一
枚
は
、

一
九
一
一
年
十
月
十
七
日
附

ω
「
革
命
軍
ヲ
交
戦
団
体
ト
認
ム
ル
ヤ
ワ
貴
国
当
局
へ
交
渉
尽
力
ヲ
諮
フ
」

と
い
う
、
宋
教
仁
か
ら
内
田
宛
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
原
本
は
、

「
井
戸
川
氏
持
去
ル
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
事
情
に
よ
っ
て
現
在
は
失
わ

れ
、
こ
の
電
文
集
に
は
そ
の
「
写
し
」
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
十
月
十
九
日
附

同
「
北
君
何
時
立
ツ
カ
返
マ
ッ
。
中
島
、
松
崎
ホ
テ
ル
十
九
号
シ
ヤ
プ

l
ロ
l
ド」

と
あ
り
、
こ
れ
で
十
九
日
に
は
ま
だ
北
は
日
本
を
出
発
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
o

（
電
文
頭
部
の
数
字
は
筆
者
に
よ
る
電
文
番
号
、
以
下

同
じ
）
つ
い
で
宋
教
仁
発
内
田
宛
（
乙
の
屯
文
は
、
す
べ
て
内
問
良
平
如
、
且
つ
、
上
海
発
の
ロ
ー
マ
字
又
は
附
号
電
報
。
以
下
宛
先
及
び
発
信
地
は
省
時
）

十
月
二
十
日
附

ゆ
「
今
日
引
越
ス

松
崎
ホ
テ
ル
エ
手
紙
ノ
コ
ス
」

は
、
前
述
の
田
中
惣
五
郎
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
」
な
ど
に
も
文
章
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
電
文
に
よ
る
限
り
、
北
は
ま

だ
上
海
に
到
着
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
電
文
は

十
月
三
十
一
日
附

ω「
オ
オ
ア
ワ
ビ
十
俵
送
レ
」



十
－
月
四
日
附

帥
「
武
田
日
＝
ユ
グ
五
百
オ
グ
レ
」

十
一
月
十
八
日
附

印
刷
「
今
上
海
エ
来
グ
ス
ベ
テ
ヨ
キ
ヨ
ク
ユ
コ
内
ソ
ケ
イ
カ
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
紛
ま
で
の
電
文
に
は
差
出
人
名
が
な
い
。
し
か
し
一
方
に
「
報
告
書
簡
集
」
の
最
初
の
部
分
に
は
、
こ
の
「
電

文
集
」
の
う
ち

ωか
ら
紛
ま
で
の
電
文
が
転
写
さ
れ
て
並
ん
で
い
て
、
こ
れ
に
は
発
信
人
名
も
明
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
仰
の
「
中

島
」
と
は
宋
教
仁
の
変
名
で
あ
り
、
川
wも
宋
教
仁
の
発
信
電
報
、

ω以
下
帥
ま
で
は
「
北
発
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

ωの
「
オ
オ
ア

ワ
ピ
」
の
部
分
は
こ
の
転
写
の
際
に
は
「
将
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
も
は
っ
き
り
す
る
。
な
お
北
の
上
海
到
着
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
資
料
の
示
す
と
こ
ろ
を
結
論
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
十
月
二
十
日
以
後
、
三
十
－
日
以
前
、
「
十
月
下
句
」
の
十

日
間
の
い
ず
れ
の
日
か
と
い
う
位
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。
「
報
告
書
簡
築
」
を
使
っ
て
考
え
て
も
、
「
十
月
三
十
日
か
三
十
一
日
」
と
推
測
さ
れ

る
程
度
で
あ
る
。
前
引
印
刷
の
「
今
上
海
＝
来
グ
」
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
武
昌
か
ら
上
海
へ
の
帰
着
の
意
味
で
あ
っ
て
、
「
日
本
か
ら
上
海
に

到
着
」
し
た
事
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
の
結
果
、
北
が
十
月
下
句
、
三
十
日
頃
上
海
に
到
着
し
た
と
し
て
、
彼
が
宋
教
仁
の
置
手
紙
を
見
て
「
直
に

漢
口
に
急
行
」
し
た
か
ど
う
か
。
こ
の
点
も
「
電
文
集
」
や
「
書
簡
集
」
に
よ
る
と
そ
う
で
は
な
い
。
電
文
伺
に
は
「
武
昌
ゆ
き
」
の
決
意
が

示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
北
が
こ
の
時
実
際
に
は
出
発
し
な
か
っ
た
事
は
そ
の
書
簡
の
方
か
ら
明
か
に
な
る
。
こ
の
「
報
告
書
簡
集
」
の
冒
頭
に

は
、
恐
ら
く
内
田
或
は
葛
生
の
手
に
成
る
か
と
思
わ
れ
る
前
文
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

「
支
那
革
命
軍
ノ
武
昌
三
蹴
起
ス
ル
ャ
、
是
ヨ
リ
先
キ
、
革
命
党
ノ
領
袖
等
、
密
ユ
内
田
良
平
＝
結
托
シ
、
事
ヲ
挙
グ
ル
ノ
日
、
遥
－
一
声
援

ヲ
約
ス
ル
所
ア
リ
。
十
月
十
七
日
、
領
袖
ノ
一
人
宋
教
仁
、
上
海
ヨ

H
内
田
＝
飛
電
シ
、
我
当
局
エ
向
ツ
テ
、
革
命
軍
ヲ
交
戦
団
体
ト
公
認
ス

ル
ノ
交
渉
尽
力
ヲ
依
頼
シ
来
ル
。
内
田
ハ
乃
チ
之
ヲ
詩
シ
、
同
時
エ
従
米
革
命
党
領
袖
間
＝
信
用
ア
ル
『
黒
龍
会
時
事
月
画
記
者
北
輝
次
郎
』

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
〉

一
二
九



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
凶
尾
）

一三

O

ヲ
上
海
エ
簡
派
シ
、
彼
地
ニ
於
ケ
ル
一
般
ノ
状
勢
ヲ
視
察
シ
、
併
セ
テ
辛
党
ノ
グ
メ
斡
旋
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
。
北
、
上
海
エ
赴
グ
ノ
後
、
彼
地

－
一
於
ケ
ル
官
民
ト
革
命
党
ノ
間
－
T
於
ケ
ル
契
合
エ
カ
ヲ
致
、
γ
、
マ
グ
革
党
上
海
占
領
等
ノ
業
エ
斡
旋
ス
ル
所
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
次
デ
武
昌
ニ
赴

キ
、
武
昌
革
党
ノ
幹
部
ニ
就
テ
、
共
情
勢
ヲ
訪
フ
所
ア
ラ
シ
ト
欲
シ
、
今
正
一
一
其
行
途
ユ
在
リ
。
左
ノ
書
簡
ハ
比
間
エ
在
リ
テ
其
地
ヨ
リ
ノ
来

信
ナ
リ
」
。

つ
ま
り
こ
の
「
前
文
」
の
終
り
の
部
分
か
ら
見
て
も
、
北
の
武
昌
漢
口
へ
の
出
発
は
、
上
海
到
着
後
、
「
直
ち
に
」
で
は
な
く
、
「
上
海
工
作

の
の
ち
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の
関
係
を
論
証
し
な
が
ら
、
こ
の
「
報
告
書
簡
」
を
紹
介
す
る
に
当
っ
て
、
そ

の
書
簡
集
の
全
内
容
を
目
次
的
に
整
理
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

）
 

4
i
 

，t

、
(3) (2) 

前
文
上
海
武
昌
方
面
来
電
六
通

上
海
武
自
方
面
来
信

1 

革
命
党
上
海
占
領
以
前
ノ
情
報

十
一
月
一
日
北
輝
次
郎
発
内
田
良
平
宛

革
命
党
上
海
占
領
計
画
ユ
関
ス
ル
情
報

2 
（イ）

十
一
月
二
日
正
午
北
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
二
日
夜
北
発
内
田
良
平
宛

革
命
党
上
海
占
領
行
動
中
ノ
情
報

十
一
月
三
日
午
後
六
時
北
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
五
日
北
発
清
藤
幸
七
郎
宛

革
命
軍
上
海
占
領
後
ノ
情
報

肺
3 

財） (1) 
4 



十
一
月
六
日
北
発
内
田
良
平
宛

武
日
日
エ
出
発
ス
ル
ェ
臨
ミ
上
、
海
エ
於
ケ
ル
同
志
ノ
手
配
ニ
関
シ
取
計
ラ
ヒ
グ
ル
報
告

5 

十
一
月
八
日
北
発
内
田
良
平
宛

6 

武
呂
行
途
中
、
船
南
京
ヲ
過
ギ
グ
ル
時
発
シ
グ
ル
書
翰

十
一
月
十
日
北
発
内
田
良
平
宛

7 

武
同
国
都
督
府
－
一
テ
宋
教
仁
ト
会
見
ノ
状
ヲ
報
ズ
ル
ノ
番

十
一
月
十
三
日
北
発
内
田
良
平
宛

8

南
京
下
江
ノ
船
中
エ
テ
漢
陽
司
令
部
ヲ
訪
フ
ノ
状
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

9 

十
一
月
十
四
日
北
発
清
藤
宛

南
京
入
城
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

十
一
月
十
四
日
（
十
五
日
？
）
北
発
内
田
良
平
宛

10 

南
京
出
城
ノ
状
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

11 

十
一
月
十
六
日
夜
鎮
江
北
発
葛
生
修
亮
宛

南
京
城
ヲ
出
デ
テ
上
海
エ
帰
着
セ
ル
状
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

十
一
月
十
八
日
北
発
内
田
良
平
宛

ω 
武
漢
状
況

渡
清
ノ
船
中
章
荊
麟
ノ
革
命
意
見
ヲ
聞
グ
ル
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

1 2 

十
一
月
十
一
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

漢
口
通
信

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

ハ
西
尼
）

一



(5) 

北
一
郎
の
’
半
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
抑
制
止
口
在
的
集
」
に
つ
い
て

（
西
尼
）

一一一一一

（イ）

浜
口
上
陸
前
船
中
＝
於
テ
革
命
士
官
等
北
部
遊
説
ノ
途
ヨ
リ
帰
ル
者
ト
語
ル
ノ
状
ヲ
報
ジ
並
－
一
福
岡
県
人
投
平
軍
志
望
者
ト
A
K

セ
ル

ノ
状
ヲ
報
ズ
ル
ノ
書

十
一
月
二
十
日
午
前
漢
口
清
藤
発
内
田
良
平
宛

（同

十
一
月
二
十
日
夜
清
藤
発
内
田
良
平
宛

3 

武
漢
ノ
状
況
ヲ
報
ス
ル
ノ
書

付）

十
一
月
二
十
四
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

（ロ）

十
一
月
二
十
五
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
二
十
六
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
二
十
七
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

十
二
月
十
九
日
漢
口
佐
藤
惣
次
発
内
田
良
平
宛

同例制(">) 

十
二
月
二
十
三
日
漢
口
佐
藤
惣
次
発
内
旧
良
平
宛

4 

漢
陽
敗
戦
ノ
状
況

十
一
月
二
十
七
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

（イ）
1 
同
十
一
月
二
十
八
日
清
藤
発
内
田
良
平
宛

北
京
方
面
ノ
情
勢

京
町
凱
北
京
入
城
ノ
状
ヲ
報
ス
ル
苫

十
一
月
十
五
日
夜
北
京
須
佐
嘉
橘
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
十
六
日
夜
北
京
須
佐
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
十
九
日
須
佐
嘉
橘
発
内
田
良
平
宛

2 3 



4 

十
一
月
二
十
一
日
夜
須
佐
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
二
十
四
日
北
京
須
佐
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
二
十
六
日
須
佐
発
内
田
良
平
宛

5 6 
(6) 

成
部
方
面
ノ
情
勢

十
月
二
十
一
日
斉
藤
栴
楼
発
内
田
良
平
宛

三
川
大
介
一
竹
内
田
等
軍
需
買
入
事
件
エ
悶
ス
ル
文
市

（？） 
1 

前ぃ
X

2 

屯
文

営
口
方
面
特
派
員
来
電

十
一
月
七
日
営
口
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
七
日
営
口
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
十
一
日
営
口
発
内
田
良
平
宛

3 

内
旧
山
氏
平
渡
鮮
ノ
途
中
ヨ
リ
益
田
孝
－
士
山
ヴ
ヘ
グ
ル
書
輪
開
（
十
月
二
十
六
日
）

4 

内
川
良
平
帰
京
ノ
後
益
田
孝
一

τ～7
ヘ
グ
ル
書
翰
（
十
一
月
六
日
）

制
電
報
往
復

1 

十
二
月
一
日
上
海
清
藤
幸
七
郎
発
内
田
良
平
宛

十
一
月
十
八
日
上
海
北
輝
次
郎
発
内
田
良
平
宛

不
明

十
一
月
二
日
東
京
内
田
発
上
海
北
輝
次
郎
宛

一
月
三
十
日
内
田
発
上
海
北
輝
次
郎
宛

2 3 4 5 

十
二
月
一
日
上
海
北
発
内
田
良
平
宛

北
一
仰
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
屯
文
集
」
と
「
報
北
川
市
川
間
決
」
に
つ
い
て

（
間
口
山
）

一
一一



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
唱
に
つ
い
て

（
西
尾
〉

一
三
四

以
上
書
簡
総
数
三
十
三
通
、
そ
の
内
訳
は
北
十
三
通
、
清
藤
九
通
、
須
佐
六
通
、
佐
藤
二
通
、
内
田
二
通
、
斉
藤
一
通
で
あ
る
が
、
原
本
合

綴
の
順
序
は
必
ず
し
も
こ
の
目
次
順
で
は
な
い
。

さ
て
本
題
に
戻
り
、
北
の
内
田
へ
の
報
告
は
、
明
治
四
十
四
年
十
一
月
一
日
の
も
の
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
以
前
の
も
の
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
散
逸
し
て
こ
の
書
簡
集
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
得
る
が
、
こ
の
十
一
月
一
日
の
書
簡
は
そ
の
文
面
か
ら
見
て
第
一
信

と
見
て
よ
い
。
即
ち

宋
君
ノ
書
置
漢
口
＝
在
リ
某
々
方
＝
来
レ
ノ
文
言
一
寸
閉
口
云
々

こ
れ
が
そ
の
第
一
信
の
書
き
出
し
で
、
以
下
上
海
着
後
の
報
告
に
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
文
中
に
「
昨
日
中
、
本
荘
氏
ト
会
談
」
の
一
句

が
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
北
の
上
海
到
着
は
恐
ら
く
十
月
三
十
日
か
三
十
一
日
と
思
わ
れ
、
着
後
先
ず
「
将
校
十
名
」
の
派
遣
を
電
報
で
要

請
し
た
の
ち
、
こ
の
第
一
信
を
発
送
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
宋
の
書
き
残
し
た
指
令
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
一
信
の
終
り
の
部
分
に
「
宋

ハ
マ
マ
｝

君
漢
陽
ユ
来
レ
ノ
置
書
、
而
カ
モ
旅
費
無
グ
且
又
武
昌
ユ
渡
ル
コ
ト
ノ
困
難
ハ
固
ヨ
リ
、
漢
口
日
本
人
総
引
上
ゲ
＝
有
之
候
」
と
、
漢
口
ゆ
き

に
酵
踏
を
示
し
、
思
案
の
末
に
出
発
は
見
合
せ
た
。
こ
の
事
は
第
二
信
の
冒
頭
に
「
色
々
考
へ
候
事
有
之
、
武
昌
行
ヲ
止
メ
、
当
地
－
一
テ
計
画

罷
在
候
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
武
昌
ゆ
き
中
止
理
由
は
要
す
る
に
「
敢
テ
黄
・
宋
ノ
会
見
ヲ
延
引
ス
ル
ェ
非
ズ
候
へ

共
、
武
昌
ノ
危
機
ト
他
ノ
呼
応
ト
ガ
上
陸
後
眼
ノ
前
ノ
問
題
ト
ナ
リ
候
問
、
乍
専
断
臨
機
ノ
処
置
ト
シ
テ
」
上
海
に
留
っ
た
の
で
あ
る
。

二
信
）

（第

そ
れ
な
ら
北
の
武
昌
行
き
は
何
日
と
考
え
る
べ
き
か
。
電
文
築
制
に
四
日
附
で
「
武
昌
＝
行
グ
、
五
百
オ
グ
レ
」

そ
の
旅
費
の
届
き
次
第
北
は
出
発
の
つ
も
り
で
あ
り
、

と
打
電
し
て
い
る
か
ら
、

さ
ら
に
「
書
簡
集
」
に
よ
る
と
そ
の
出
発
は
、
「
十
一
月
八
日
九
時
」
で
あ
っ
た
事
が

判
明
す
る
。
只
今
、
九
時
乗
込
、
武
昌
エ
向
ヒ
出
発
可
仕
候
：
：
：
。
昨
夜
、
軍
政
府
ヨ
リ
迎
ヲ
ヨ
コ
シ
候
節
、
取
リ
定
メ
、
本
日
九
時
三
人
同
乗
、
陳

大
人
及
参
謀
長
ト
黄
一
欧
ト
エ
会
見
ヲ
終
リ
、
先
ヅ
／
・
1
一
段
落
：
：
：
。
（
第
七
信
）



し
か
し
北
の
出
発
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
こ
の
文
中
に
い
う
よ
う
に
「
軍
政
府
ヨ
リ
迎
ヲ
ヨ
コ
シ
」
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
内
田
か
ら
の
「
旅
費
」

が
届
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
旅
費
五

O
O円
に
つ
い
て
は
、
第
四
信
の
追
伸
で
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

追
伸
、
昨
日
ノ
打
電
（
筆
者
註
、
乙
の
電
文
現
存
せ
ず
〉
其
他
多
費
＝
付
、
五
六
日
中
返
へ
ス
ト
云
ヒ
テ
二
百
円
程
賞
一
欧
君
－
一
話
夕
、
承
諾
ヲ

得
候
。
人
ノ
グ
メ
＝
努
ム
ル
＝
当
テ
、
費
ヲ
其
人
＝
求
ム
ル
ハ
不
見
識
ノ
極
、
数
百
万
元
（
事
実
）
ア
ル
中
、
何
デ
モ
ナ
キ
ヤ
ク
ナ
レ
ド
、

生
ハ
最
モ
苦
痛
品
感
ジ
候
。
御
都
合
出
来
候
ハ
パ
、
日
本
人
ノ
費
用
ハ
日
本
人
＝
テ
弁
ジ
度
、
彼
ノ
支
那
ゴ
ロ
ト
同
一
視
サ
ル
、
一
点
デ
モ

ア
リ
テ
ハ
遺
憾
－
一
付
、
御
心
配
願
上
候
。
後
日
送
ラ
ル
ル
将
校
諸
君
モ
先
方
ノ
軍
中
エ
入
ル
マ
デ
ハ
自
弁
カ
又
貴
下
ノ
私
嚢
ヲ
叩
カ
レ
度
希

望
仕
候
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
第
七
信
中
に

五
O
O
ハ
必
ズ
御
電
送
願
上
候
。
陳
君
ヨ
リ
借
用
ノ
モ
ノ
些
少
ノ
金
ヲ
先
方
ヨ

p
モ
ラ
ヒ
テ
ハ
、
言
々
皆
行
ワ
ル
ル
絶
大
ノ
信
用
＝
サ
ワ
ル

ハ
御
承
知
ノ
事
ト
存
ジ
候
。
如
何
ホ
ド
－
一
テ
モ
上
グ
マ
ス
ト
云
ヒ
、
日
本
へ
帰
w
J

テ
モ
困
ル
デ
シ
ヨ
ク
ナ
ド
、
黄
坊
申
シ
グ
レ
候
へ
ド
モ
、

小
生
ニ
ハ
考
有
之
候
。
又
、
商
会
等
ノ
関
係
＝
テ
、
ヨ
シ
ミ
y
シ
ョ
シ
モ
当
然
ラ
シ
グ
、
宗
方
氏
サ
ヘ
親
切
＝
申
シ
グ
レ
候
へ
共
、
千
三
百

円
ノ
機
関
銃
進
呈
ヲ
始
メ
、
価
格
モ
決
シ
テ
不
当
ノ
要
求
ヲ
許
サ
ズ
ト
、
厳
粛
－
一
申
居
候
際
、
如
何
－
一
シ
テ
モ
小
生
ノ
敢
テ
シ
カ
ヌ
ル
所
ノ

用
意
ノ
程
エ
メ
デ
テ
、
些
少
余
分
ト
思
召
サ
ル
、
ト
モ
、
五

O
O
ハ
是
非
小
生
上
海
＝
カ
ヘ
ル
頃
マ
デ
て
先
シ
ジ
テ
御
送
付
イ
グ
シ
置
キ

下
サ
レ
度
候
。
（
八
日
夜
九
時
）

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
北
の
態
度
、
お
よ
び
こ
の
態
度
か
ら
来
る
、
他
の
大
陸
浪
人
を
ふ
く
め
て
の
日
本
人
に
対
す
る
強
い
北
の
非
難
は
、
こ

の
報
告
書
簡
集
お
よ
び
電
文
集
の
中
で
、
種
々
の
形
で
示
さ
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
五
百
円
」
は
、
内
田
か
ら
は
送
り
出
さ

れ
た
ら
し
い
が
、
十
一
月
二
十
五
日
に
な
っ
て
も
ま
だ
、
北
の
手
に
は
届
い
て
い
な
い
。
例
「
カ
ネ
ク
ケ
ト
ラ
ヌ
、
キ
グ
」
が
そ
れ
を
示
す
。

な
お
、
こ
の
第
七
信
の
最
後
の
日
附
の
部
分
に
よ
っ
て
、
北
の
武
昌
向
け
出
発
時
刻
の
「
九
時
」
が
、
「
夜
の
九
時
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（西尾〉

一
三
五



北
一
怖
の
’
M

十
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（西尾）

一一一一六

2 

以
上
、
従
来
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
点
を
先
ず
明
確
に
し
た
の
で
、
以
下
に
は
、
主
と
し
て
「
報
告
書
簡
集
」
に
よ
っ
て
、
十
月
末
の
北
の
上

海
到
着
か
ら
十
一
月
八
日
夜
九
時
、
武
昌
ゆ
き
ま
で
の
約
十
日
間
の
上
海
滞
在
中
の
行
動
を
要
約
し
、
つ
い
で
北
の
上
海
帰
着
ま
で
の
大
体
を

記
述
し
た
い
。
こ
の
十
日
間
の
い
わ
ゆ
る
北
の
、
「
上
海
工
作
」
も
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
に
過
ご
さ
れ
た
点
な
の
で
あ
る
。

「
長
崎
ニ
在
ル
時
、
官
軍
大
敗
ノ
報
ヲ
得
テ
、

0
0
0
0
0
ヲ
危
ミ
、
上
船
ノ
節
、
我
軍
不
利
ノ
号
外
ヲ
見
テ
二
夜
憂
慎
シ
、
上
陸
シ
テ
ハ

宋
君
漢
陽
エ
来
レ
ノ
置
書
云
々
」
（
第
一
倍
）
。
長
崎
出
発
時
点
か
ら
船
中
に
お
い
て
も
戦
況
に
思
い
思
い
な
が
ら
上
海
に
到
着
し
た
彼
は
、
宋

の
書
き
置
い
た
指
令
通
り
に
は
動
か
、
ず
、
ま
ず
上
海
民
立
報
館
に
、
そ
の
主
任
陳
其
美
を
訪
れ
、
そ
の
到
着
を
報
告
す
る
と
同
時
に
革
命
の
情

報
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
北
の
「
支
那
革
命
外
史
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
民
立
報
」
は
明
治
四
十
三
年
、
宋
教
仁
・
花
鴻
仙
・
子
右
任
た
ち
の

創
刊
に
か
か
り
、
そ
の
上
海
民
立
報
館
は
革
命
当
初
、
各
省
お
よ
び
海
外
か
ら
雲
集
す
る
電
報
の
集
中
点
で
あ
っ
た
。
北
は
こ
こ
で
宋
教
仁
に

「
宋
大
人
ノ
勢
力
ス
パ
ラ
シ
キ
者
一
一
テ
、
何
事
モ
宋
々
ト
申
ス
ユ
ハ
可
笑
シ
グ
モ
有
之
候
」
と
報
じ
て
い

対
す
る
人
望
の
高
い
こ
と
を
知
り
、

る。
つ
い
で
十
月
三
十
一
日
中
、
本
荘
繁
中
佐
と
の
談
合
に
終
日
を
出
資
し
、
翌
十
一
月
一
日
、
午
前
八
時
に
本
荘
の
紹
介
で
、
高
田
商
会
主
任
志

保
井
に
会
っ
た
。
北
は
直
ち
に
「
当
地
幹
部
二
名
ト
協
議
ノ
上
」
こ
の
主
任
を
陳
其
美
に
紹
介
し
た
。
こ
れ
が
革
命
軍
に
対
す
る
日
本
民
間
接

助
者
の
軍
資
供
給
の
一
乎
段
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
荘
中
佐
に
つ
い
て
は
、
第
六
倍
の
中
で
、
「
本
荘
が
陸
軍
省
ト
参
謀
木
部
ト

（
そ
の
対
文
方
剣
が
l
然
者
）
マ
チ
／
＼
デ
ア
ル
コ
ト
モ
知
y

テ
居
、

且
ツ
未
グ
腰
ノ
定
マ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
承
知
シ
テ
、

恐
ル

f
l個
人
ノ
資
格

デ
暗
黙
ニ
ヤ
リ
ツ
ツ
ア
ル
」
こ
と
、
彼
の
偽
名
が
「
柴
田
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
が
、

そ
の
人
物
に
関
し
て
は
、
「
大
局
ヲ
解
ス

ル
明
、
充
分
有
之
、
生
先
ヅ
個
人
ト
シ
テ
其
ノ
見
ル
所
ヲ
伺
ヒ
、
ヨ
カ
ロ

l
ト
認
メ
」
、
そ
れ
故
「
当
テ
砕
ケ
ロ
的
」
に
北
の
胸
中
の
「
一
策
」

を
密
談
す
る
こ
と
を
決
心
し
て
い
る
。
こ
の
「
一
策
」
は
、
前
日
の
三
十
一
日
本
荘
中
佐
の
意
見
に
よ
っ
て
北
自
身
が
案
出
し
た
も
の
で
あ
る



ら
し
く
、
陳
其
美
に
は
既
に
告
げ
て
あ
り
、
陳
は
十
一
月
一
日
夜
の
「
領
袖
会
議
」
に
謀
っ
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
上
海
占
領
工
作
で
あ
る
。
正
午
に
宋
か
ら
「
武
昌
ニ
在
リ
」
と
連
絡
し
て
来
た
が
、
旅
費
の
問
題
や
武
漢
の
情
勢
判
断
の
他
、

い
ま

と
な
っ
て
は
、
今
夜
の
幹
部
会
議
の
決
定
如
何
を
知
っ
た
上
で
な
く
て
は
、
北
と
し
て
出
発
を
決
し
か
ね
た
。

「
コ
ノ
実
行
ト
否
ト
ガ
、

南
部

ノ
成
否
分
ル
ル
処
ニ
有
之
候
」
。
以
上
が
第
一
信
の
大
要
で
あ
る
。

第
二
信
は
、
十
一
月
二
日
正
午
の
発
信
で
あ
る
。

本
荘
中
佐
と
管
談
の
結
巣
、
「
武
日
行
ヲ
止
メ
」
、
古
川
砲
兵
大
尉
に
手
紙
を
も
た
せ
、
宋
教
仁
の
許
に
派
遣
し
た
。
古
川
は
「
武
漢
ノ
地
－
一

在
ル
コ
ト
七
年
、
察
ト
モ
曽
識
」
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
北
と
し
て
は
こ
の
古
川
大
尉
を
武
昌
に
在
る
「
相
官
元
洪
ノ
参
謀
」
た
ら
し
め
る
積

り
で
あ
っ
た
。
こ
の
私
設
的
な
「
参
謀
案
」
は
、
北
の
到
着
早
々
決
定
し
た
北
と
本
荘
と
の
合
意
の
案
で
、
北
に
よ
れ
ば
「
今
ノ
間
ハ
其
ノ
赴

グ
ベ
キ
各
省
共
々
ノ
形
勢
＝
通
ジ
、
可
成
大
学
出
身
位
ノ
軍
略
ア
ル
人
ヲ
各
軍
－
二
人
ヅ
ツ
位
参
謀
ト
シ
テ
置
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
も

の
で
、
こ
の
古
川
以
外
に
必
要
な
人
撰
に
つ
い
て
北
は
内
田
に
依
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
件
は
、
も
ち
ろ
ん
対
外
的
に
は
秘
密
に
属
す
る

こ
と
、
「
今
ノ
中
カ
ラ
パ

y
ト
シ
テ
ハ
、
各
国
ノ
目
ヲ
皿
ニ
シ
テ
、
当
地
ノ
如
キ
、

一
点
ノ
疑
グ
ニ
ア
ラ
パ
、

日
本
ノ
野
心
ヲ
強
ヒ
シ
ト
シ
ツ

ツ
ア
ル
ノ
際
、
大
エ
注
意
ヲ
要
ス
」
る
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
「
軍
人
諸
君
中
、

血
気
ノ
ミ
ノ
方
ハ
ム
シ
ロ
困
ル
」

と
い
い
、
「
地
位
ハ
下
ナ
レ
ド
、
古
川
氏
ノ
如
キ
、
各
言
語
エ
通
ジ
、
地
理
エ
明
カ
ル
グ
、
参
謀
ト
シ
テ
遺
憾
ナ
キ
方
ヲ
御
選
定
被
下
度
、

ハ
貴
兄
可
然
御
定
メ
ノ
上
、
更
エ
当
地
－
一
テ
、
本
荘
氏
其
ノ
他
エ
協
議
、
各
々
部
署
ヲ
定
メ
度
候
」
と
、
内
田
に
対
し
て
伝
え
て
い
る
。

北
と
し
て
は
こ
の
古
川
を
宋
の
許
に
派
遣
し
た
事
で
、
「
人
事
ハ
処
置
シ
グ
ル
積
リ
、

コ

余
ハ
天
命
エ
有
之
」
と
安
堵
し
た
。

そ
し
て
古
川
が

武
昌
に
到
着
す
れ
ば
宋
も
「
安
堵
シ
テ
」
上
海
に
来
る
か
も
知
れ
ぬ
と
半
ば
期
待
し
た
。
彼
自
身
、
軍
事
に
は
疎
く
、
彼
の
使
命
は
外
交
的
行

動
に
あ
る
と
は
考
え
な
が
ら
も
、
現
実
に
武
昌
の
危
機
が
危
ぶ
ま
れ
、
「
武
昌
ノ
危
機
ト
他
ノ
呼
応
ト
ガ
上
陸
後
眼
ノ
前
ノ
問
題
ト
ナ
リ
」
、

「
乍
専
断
臨
機
ノ
処
置
」
と
し
て
「
三
日
間
」
に
と
っ
た
の
が
、
「
武
昌
ノ
参
謀
」
と
「
軍
器
」
と
「
某
地
ノ
内
情
牒
報
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

軍
器
供
与
と
い
う
の
は
前
述
の
高
田
商
会
主
任
を
陳
其
美
に
紹
介
し
た
一
件
で
あ
る
。
第
三
信
に
コ
両
国
商
会
ノ
短
銃
ハ
間
＝
合
ハ
ズ
」
と
あ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
）
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北
一
郎
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（西尾）

I¥. 

る
の
が
そ
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
。
ま
た
「
某
地
ノ
内
情
牒
報
」
と
い
う
の
は
、
二
日
午
後
四
時
、
「
本
荘
君
ト
陳
英
士
及
ピ
息
君
（
黄
興
子
息

一
欧
｜
筆
者
）
ト
会
見
、
本
荘
氏
ヨ
リ
某
地
官
軍
ノ
内
情
一
切
ヲ
説
明
ス
ル
コ
ト
ェ
相
成
候
。
一
同
感
激
極
マ
ロ
ナ
シ
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ

ヲ
匂
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
要
す
る
に
第
一
信
に
見
ら
れ
る
彼
の
胸
中
の
コ
策
」
遂
行
の
準
備
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
「
一
策
」
は
、
本
荘
と
の
合

意
に
よ
る
も
の
、
「
当
テ
砕
ケ
ロ
」
の
一
策
で
、
こ
れ
は
上
海
の
革
命
同
志
た
ち
の
幹
部
会
議
の
結
果
、
決
行
と
決
ま
り
、
「
大
Z

満
足
、
只
実
行

ノ
機
会
」
を
待
つ
ば
か
り
に
な
っ
て
お
り
、
第
二
信
で
は
「
只
今
計
画
中
ノ
大
芝
居
」
、
「
天
ノ
冥
助
ヲ
祈
ル
」
と
も
報
じ
て
い
る
の
も
で
、

ま
り
は
第
四
信
以
下
に
報
告
さ
れ
る
「
上
海
占
領
計
画
」
の
こ
と
で
あ
る
。
（
以
上
第
二
信
）

イコ

第
三
信
は
第
二
信
と
同
日
、
十
一
月
二
日
の
夜
十
時
の
発
信
。
北
は
準
備
完
了
後
の
安
堵
感
を
以
っ
て
こ
の
報
告
を
記
し
た
。
「
小
生
当
地

－
一
者
以
来
、
始
メ
テ
愁
眉
ヲ
開
キ
テ
此
書
ヲ
差
上
候
」
o

十
時
少
し
前
、
黄
一
欧
が
訪
れ
、
決
議
の
結
果
、
大
事
決
行
は
明
後
日
と
決
定
し
た

直
チ
ニ
南
京
モ
陥
ル
ベ
グ
、

こ
と
を
報
告
。
高
田
商
会
へ
依
頼
の
短
銃
は
間
に
合
わ
ぬ
が
、
本
荘
は
今
夜
中
に
「
地
図
」
を
完
成
す
る
約
束
で
帰
っ
て
行
っ
た
。
「
比
一
挙
、

長
江
一
帯
終
－
一
我
軍
ノ
有
グ
ル
ベ
シ
。

就
テ
ハ
入
用
ノ
者
ハ
大
砲
機
関
砲
及
ヒ
其
レ
ヲ
使
用
ス
ル
将
校
十
名
ニ

候」
o

そ
し
て
武
器
に
つ
い
て
、
「
密
輸
入
ニ
非
ラ
ズ
、
何
時
打
電
シ
テ
モ
差
問
へ
ナ
キ
ヤ
ワ
御
手
合
置
被
下
度
」
と
い
っ
て
い
る
。
密
輸
入
に

非
ず
と
い
う
の
は
、
第
四
信
に
、
「
要
ス
ル
＝
南
京
ノ
新
軍
悉
グ
銃
丸
ヲ
取
上
ゲ
ラ
レ
テ
動
グ
能
ワ
ズ
、
当
地
ヨ
リ
輸
入
出
来
ザ
ル
故
、
此
一

諸
君
モ
野
砲
其
他
軍
器
ノ
輸
送
エ
御
便
利
ナ
ル
ベ
シ
。
（
コ
レ
カ
ラ
政
府
ノ
方
ガ
密
輸
入
ト

挙
ヲ
以
テ
明
日
ヨ
リ
直
チ
ニ
南
京
－
一
向
フ
ペ
グ
、

云
次
第
、
町
々
）
」
の
意
味
で
あ
る
。

さ
て
北
の
本
領
は
、
こ
の
軍
事
の
後
に
来
る
べ
き
外
交
問
題
に
あ
り
、

つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
「
独
」
に
つ
い
て
は
、
「
実
ハ
官
軍
方
＝
独
乙
将
校
指
揮
致
居
候
由
、
不
屈
」
と
憤
慨
し
、
「
英
」
に
関
し
て
は
、
「
英
領

事
ハ
目
下
我
軍
ヲ
助
ケ
ツ
ツ
ア
リ
。
日
本
ノ
態
度
今
日
ノ
如
グ
決
シ
候
上
ハ
大
ニ
共
同
的
行
動
ヲ
取
ル
ニ
便
ナ
リ
」
と
い
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
彼
は
当
時
の
状
況
下
に
お
け
る
英
・
独
二
国
に

彼
に
と
っ
て

「
革
命
軍
」
は
「
我
軍
」
な
の
で
あ
っ
た
。



と
こ
ろ
で
右
の
文
中
「
日
本
ノ
態
度
云
々
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
日
本
の
態
度
」
が
「
日
本
政
府
の
態
度
」
を
意
味
す
る
な
ら
、
十
月

十
八
日
、
革
命
軍
の
漢
口
占
領
に
対
し
て
、
漢
口
各
国
領
事
団
が
革
命
軍
に
対
し
て
中
立
の
宣
言
を
行
な
っ
た
他
は
、
日
本
政
府
は
始
め
か
ら

清
国
政
府
援
助
の
方
針
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
政
府
の
方
針
に
対
し
て
内
田
良
平
が
、
革
命
軍
支
援
を
政
界
・
財
界
に
働
き
か
け
た
結

果
、
政
府
要
人
聞
に
革
命
軍
支
援
黙
認
が
な
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
中
巻
四
四
二
頁
前
後
に
詳
細
で
あ
る
が
、
な
お
当

時
の
政
府
側
の
内
情
は
「
原
敬
日
記
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

2 

四
十
四
年
十
月
十
三
日

閣
議
、
石
本
陸
相
よ
り
・
：
清
国
に
事
あ
る
に
際
し
、
我
国
は
現
状
に
安
ん
ず
べ
き
や
・
：
。
占
領
す
る
と
せ
ば
何
地
を
占
領
す
べ
き
や
等
、

定
め
置
き
た
き
も
の
な
り
と
の
書
面
を
閣
員
に
廻
覧
せ
し
め
た
り
。

十
九
日

：
・
先
日
内
田
（
成
哉
｜
筆
者
）
来
談
に
も
、
又
本
日
の
談
話
に
も
、
清
国
政
府
よ
り
我
兵
器
を
買
入
れ
た
き
旨
依
頼
に
付
、
陸
軍
は
之
を
承

諾
せ
ん
事
を
希
望
し
、
内
田
、
西
園
寺
聞
に
話
を
極
め
て
売
渡
す
事
に
な
し
た
り
と
い
ふ
事
な
り
・
：
。
又
参
謀
本
部
に
て
は
、
賊
に
も
兵
器

を
売
り
て
陰
に
之
を
助
く
る
が
如
き
傾
向
あ
る
に
よ
り
：
・
、
西
園
寺
は
夫
は
困
る
と
て
之
を
禁
止
す
る
の
意
を
漏
し
：
・
、
余
の
考
に
て
は
余

り
に
正
直
に
理
義
を
札
し
て
北
京
政
府
又
は
革
命
軍
、
何
れ
に
て
も
其
感
情
を
害
す
る
事
は
、
外
交
上
妙
な
ら
ず
と
思
ひ
・
：
西
国
寺
並
に
内

田
に
之
を
云
ひ
置
き
た
り
。

1 3 

二
十
日

清
国
政
府
の
請
求
に
よ
り
、
太
平
商
会
（
三
井
、
大
倉
、
高
田
の
合
資
）
の
手
を
経
て
、
兵
器
を
清
国
に
売
払
ふ
事
に
付
、
先
達
中
、
陸

相
、
外
相
と
首
相
と
の
聞
に
協
議
成
立
し
て
売
払
ふ
事
に
決
定
し
た
り
：
・
。
又
参
謀
本
部
は
叛
徒
に
も
戎
器
を
売
渡
す
考
あ
り
て
、
既
に
警

保
局
長
に
黙
過
す
る
様
に
依
頼
あ
り
。
陸
相
は
之
を
不
可
な
り
と
し
、
陸
軍
省
と
参
謀
本
部
と
は
意
見
を
異
に
し
居
る
が
如
く
な
り
て
、
陸

は
之
を
不
可
と
す
る
も
既
に
少
量
な
が
ら
、
雷
管
並
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
マ
－
一
－
フ
に
送
る
名
義
に
て
売
下
の
許
可
を
出
願
し
居
り
て
：
・
、
余
は

北
一
輝
の
’
半
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（鴎尼）

一
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北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
〉
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：
・
商
人
が
箇
人
的
に
之
を
な
す
は
叛
徒
の
悪
感
を
避
く
る
の
好
方
便
と
考
へ
・
：
、
総
監
に
は
黙
認
許
可
せ
よ
と
内
命
し
た
り
：
・
。
今
日
の
情

勢
は
叛
徒
も
官
軍
も
如
何
な
る
情
況
と
な
る
や
全
く
不
明
な
れ
ば
、
外
交
上
の
理
論
一
辺
に
て
は
到
底
我
国
の
不
利
を
免
れ
ざ
る
ベ
し
。

二
十
四
日

閣
議
：
・
満
洲
に
於
け
る
問
題
は
・
：
本
日
の
閣
議
に
於
て
之
を
決
定
し
た
り
。
要
す
る
に
北
辺
の
み
に
努
力
を
限
ら
ず
し
て
、
本
部
に
向
つ

で
も
相
応
の
政
策
を
施
す
べ
し
と
い
ふ
事
・
：
、
前
回
の
閣
議
に
て
は
、
叛
軍
に
は
毒
も
同
情
を
寄
せ
ず
、
正
当
政
府
な
る
北
京
政
府
の
み
に

正
直
に
同
情
す
る
形
勢
あ
り
し
も
、
木
日
の
閣
議
に
て
は
、
右
様
正
直
一
辺
も
策
の
得
た
る
も
の
に
非
ざ
る
を
認
む
る
に
傾
け
る
が
如
く
な

りき・・・。

5 

二
十
九
日

井
上
急
に
面
会
を
望
む
と
云
ふ
に
付
、
往
訪
せ
し
に
、
内
田
良
平
な
る
も
の
益
田
孝
に
渡
清
の
途
中
よ
り
番
状
を
送
り
、

日
本
に
於
て
清

国
政
府
に
武
器
を
売
渡
す
事
と
な
り
た
る
は
、
叛
徒
に
非
常
の
悪
感
を
与
ふ
る
次
第
な
る
を
述
べ
越
し
た
る
由
・
：
、
タ
に
西
園
寺
を
訪
ふ
て

右
井
上
の
内
話
を
伝
へ
、
其
の
勘
考
を
求
め
置
き
た
り
：
・
。

以
上
に
お
い
て
明
か
な
よ
う
に
、
革
命
勃
発
直
後
、
参
謀
本
部
に
革
命
軍
援
助
の
方
針
が
あ
り
、
内
相
原
敬
の
現
実
主
義
も
こ
れ
に
加
担
し

て
、
既
に
十
月
二
十
日
に
は
警
視
総
監
に
対
し
て
「
商
人
の
箇
人
的
行
為
」
と
し
て
の
武
器
売
渡
し
の
黙
許
が
内
命
さ
れ
、
一
方
英
国
の
清
廷

・
革
命
軍
問
調
停
工
作
ゃ
、
中
国
政
体
の
「
共
和
制
」
承
認
の
意
向
に
つ
い
て
も
、
閣
議
と
し
て
は
こ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
（
十

｝
月
二
十
二
日
の
項
）
。
北
が
十
一
月
二
日
の
第
三
信
で
、
「
日
本
ノ
態
度
今
日
ノ
如
グ
決
シ
候
上
ハ
、
大
ニ
共
同
行
動
ヲ
取
ル
ユ
便
ナ
リ
」
と

い
う
意
味
は
、
こ
の
間
の
消
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

「
原
敬
日
記
」
十
月
二
十
九
日
の
項
に
見
ら
れ
る
内
田
良
平
の
益
田
孝
宛
の
書
翰
と
い
う
の
も
、

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
通
あ
っ
て
、
前
文
に
は
そ
の
当
時
の
状
況
の
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、

こ
の
「
報
告
書
簡
集
」
中
に
収
め



十
月
初
句
革
命
党
ノ
、
事
ヲ
武
昌
一
一
挙
ゲ
シ
ト
ス
ル
ニ
方
リ
、
予
メ
其
党
員
ヲ
シ
テ
山
東
直
結
及
盛
京
方
面
ノ
各
地
ニ
潜
行
セ
シ
メ
、
以

テ
四
方
ノ
情
勢
ヲ
窺
ハ
シ
ム
。
時
二
我
邦
ノ
商
人
三
井
・
高
田
・
大
倉
等
、
密
ニ
北
京
政
府
ノ
グ
メ
エ
軍
器
弾
薬
ヲ
供
給
シ
、
以
テ
利
ヲ
射

ル
。
党
員
之
ヲ
偵
察
シ
、
激
日
叩
憤
慨
、
其
揚
陸
地
案
皇
島
ニ
之
ヲ
襲
フ
テ
将
ニ
其
貨
物
ヲ
奪
ハ
シ
ト
謀
ル
。
事
内
田
良
平
ニ
聞
ュ
。
内
田
之

ヲ
憂
ヒ
以
テ
大
局
ヲ
破
ル
ノ
恐
レ
ア
リ
ト
為
シ
、
先
ヅ
人
ヲ
派
シ
テ
之
ヲ
鎮
撫
セ
シ
ム
。
而
カ
モ
党
員
容
易
－
一
肯
ン
ゼ
ズ
。
内
田
乃
チ
其
下

旬
、
京
城
ニ
至
リ
グ
ル
時
、
重
、
不
テ
百
万
慰
撫
、
漸
グ
事
無
キ
ヲ
得
シ
メ
グ
リ
。

そ
し
て
こ
の
時
内
田
が
益
田
孝
に
与
え
た
書
翰
の
大
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
今
回
の
革
命
は
十
数
年
米
支
那
先
覚
者
に
よ
っ

て
指
導
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
。
武
漢
占
領
軍
の
知
き
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
た
と
え
官
軍
が
こ
れ
を
鎮
圧
し
て
も
、
全
国
の
革
命
党
員

幹
部
を
一
掃
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
度
の
武
漢
の
反
乱
は
、
政
治
・
経
済
上
、
清
朝
の
根
抵
を
覆
え
し
た
も
の
で
、
清
朝

が
、
や
が
て
倒
解
す
る
こ
と
は
明
白
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
日
本
政
府
は
北
京
政
府
に
武
器
を
売
込
み
、
漢
人
の
反
感
を
買
っ
て
将
来
の

不
利
を
来
す
こ
と
を
考
え
な
い
。
太
平
商
会
の
武
器
輸
出
計
画
は
、
既
に
革
命
党
の
探
知
す
る
所
で
あ
り
、
彼
等
は
こ
の
計
画
を
破
壊
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
一
面
内
田
に
そ
の
輸
出
中
止
方
を
交
渉
し
て
来
た
。
内
田
は
明
治
三
十
－
年
以
来
、
革
命
党
と
断
絶
す
べ
か
ら
ざ
る
関
係
に
あ

り
、
日
本
人
と
し
て
国
際
上
の
問
題
と
な
ら
ぬ
範
囲
で
彼
等
を
指
導
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
兵
器
売
込
探
知
者
は
内
田
に
附
属
の
党
員

で
あ
る
か
ら
、
極
力
こ
れ
を
慰
撫
し
て
い
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
革
命
党
の
感
情
を
害
す
る
の
は
日
本
の
た
め
不
利
益
で
あ
る
か
ら
、
太
平
商
会

の
北
京
政
府
へ
の
武
器
売
込
を
中
止
す
る
よ
う
取
計
ら
わ
れ
た
し
、
も
し
こ
れ
を
強
行
さ
れ
る
な
ら
、

か
ら
、
『
達
テ
ハ
不
申
上
候
』
勿
々
」

こ
ち
ら
に
も
覚
悟
の
あ
る
こ
と
で
あ
る

こ
の
十
月
二
十
六
日
附
の
内
田
の
書
面
が
、
二
十
九
日
、
井
上
馨
を
通
じ
て
原
敬
に
、
そ
し
て
即
日
酉
園
寺
に
ま
で
達
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
武
器
売
込
問
題
は
そ
の
ま
ま
に
は
中
止
に
な
ら
な
か
っ
た
様
で
、
第
二
信
で
内
田
は
「
我
が
希
望
ノ
貫
徹
セ
サ
リ
シ
ヲ
悲
ミ
候
」
と

い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
、
三
井
は
革
命
軍
に
対
し
て
も
、
内
田
を
過
し
て
、
三
十
万
円
の
軍
資
を
融
通
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
（
以
上
第
三
信
）

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
）

｜羽



北
一
燃
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（西尾）

四

3 

第
四
信
は
十
一
月
三
日
午
後
六
時
発
信
、
「
革
命
党
上
海
占
領
行
動
中
ノ
情
報
」
で
あ
る
。
〈
カ
ツ
コ
内
は
内
問
の
側
で
の
整
理
用
の
説
明
文
。
以
下

同
じ
）
こ
の
上
海
占
領
は
武
漢
占
領
に
呼
応
の
た
め
に
北
が
案
出
し
た
と
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
萱
野
長
知
の
「
中
華
民
国
革
命
秘
笈
」

で
は
、
宋
教
仁
ら
の
陳
其
美
に
対
す
る
指
令
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
北
た
ち
の
計
画
と
し
て
は
四
日
夜
に
挙
行
予
定
で

ヨ
リ
、
降
参
ノ
旗
ヲ
陳
君
邸
ノ
本
部
ユ
取
り
＝
来
リ
シ
グ
メ
ト
、
又
一
昨
夜
機
器
局

エ
テ
ハ
大
警
戒
ナ
リ
シ
グ
メ
ニ
今
夜
ニ
繰
リ
上
グ
」
た
の
で
あ
る
。
作
戦
計
画
と
し
て
は
、
「
一
ハ
南
機
器
局
」
、
「
一
ハ
龍
華
砲
台
」
の
占
領

が
目
的
で
、
四
時
に
党
員
を
出
動
さ
せ
、
六
時
頃
に
は
決
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
彼
は
中
国
の
同
志
に
つ
い
て
、
「
宋
・
黄
・
呉
ノ
知
己
ハ

居
ラ
ズ
シ
テ
皆
初
面
会
ノ
士
、
三
四
日
間
ニ
於
テ
全
腹
ノ
信
用
ヲ
築
メ
テ
行
動
ス
ル
ノ
苦
境
、
御
察
シ
被
下
度
候
。

あ
っ
た
。
し
か
し
「
昨
夜
龍
撃
砲
台
ノ
隊
上
（
湖
南
人
）

シ
カ
シ
此
地
同
志
ニ
対
シ

テ
モ
、
宋
黄
ノ
諸
君
ニ
対
シ
テ
モ
、
又
貴
下
ニ
対
シ
テ
モ
、
比
信
任
ノ
置
カ
レ
グ
ル
以
上
、
生
ハ
静
カ
ナ
ル
大
胆
ト
、
周
密
ナ
ル
智
謀
ヲ
坐
右

ノ
銘
ト
シ
ッ
、
、

y
ノ
信
用
ヲ
辱
カ
シ
メ
ザ
ル
覚
悟
」
と
語
り
、
事
の
結
果
を
「
溢
ル
、
如
キ
喜
悦
ト
、
切
ル
ガ
如
キ
心
痛
」
を
も
っ
て
待
っ

て
い
る
。
（
以
上
第
四
信
〉

’
第
五
信
は
十
一
月
五
日
附
、
清
藤
幸
七
郎
宛
の
も
の
で
あ
る
。

る。

三
日
夜
六
時
以
後
の
情
況
報
告
と
、
北
の
対
中
国
観
と
を
そ
の
内
容
と
す

占
領
完
了
予
定
の
午
後
六
時
、
北
は
宿
所
を
出
て
民
立
報
館
に
至
り
、
陳
病
僧
と
の
筆
談
で
「
器
機
局
己
ニ
五
時
五
十
分
ニ
占
領
」

り
、
本
荘
に
連
絡
し
て
宿
所
に
帰
っ
た
。
程
な
く
黄
一
欧
が
来
て
、
器
機
局
占
領
は
失
敗
と
報
告
し
た
。
一
方
「
占
領
確
実
」
の
報
は
電
話
で

通
報
し
て
来
る
が
、
安
心
な
ら
ず
、
二
人
は
本
荘
の
宿
所
に
馳
け
つ
け
た
。
「
本
荘
ユ
（
筑
が
l
築
者
）
火
ノ
如
グ
ナ
y

テ
弾
丸
ヲ
得
ル
ノ
途
ナ

キ
ヤ
ト
ナ
ジ
リ
、
地
位
ヲ
堵
シ
テ
心
配
シ
テ
グ
レ
ロ
ト
泣
キ
附
グ
。
其
問
ユ
モ
頻
々
ト
勝
報
ノ
知
ラ
セ
ハ
来
テ
居
ル
。
兎
－
一
角
絶
対
絶
命
、
途

こ
の
文
意
に
は
筋
の
通
ら
ぬ
様
に
見
え
る
点
が
あ
る
が
、

と
知

ガ
ナ
イ
」
o

と
に
か
く
占
領
が
決
定
的
に
な
る
ま
で
、
彼
我
に
勝
敗
が
く
り
か
え
さ



れ
た
事
を
示
す
も
の
で
、
陳
英
士
も
こ
の
戦
で
は
敵
方
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
。
二
人
は
そ
れ
か
ら
陳
邸
に
赴
き
、
北
は
プ
た
ん
宿
所
に
帰
る
と

本
荘
か
ら
「
占
領
は
確
実
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
こ
の
報
ら
せ
を
も
っ
て
北
が
再
び
陳
邸
に
馳
け
つ
け
た
の
が
十
一
時
半
、
そ
の
間
黄
一
欧
も

情
報
確
認
の
た
め
に
人
を
派
遣
し
て
、
そ
の
報
告
を
待
っ
て
い
る
所
で
あ
っ
た
。
「
一
晩
中
ノ
心
配
ハ
御
話
＝
出
来
ナ
イ
ゾ
。
只
此
処
デ
成
功

ス
レ
パ
南
京
ノ
新
軍
ガ
銃
丸
ヲ
没
収
サ
レ
テ
居
ル
ノ
エ
丸
（
弾
丸
の
怠
｜
筆
者
〉
ヲ
供
給
シ
、
即
チ
長
江
一
帯
我
軍
ノ
有
ト
ナ
リ
、
大
勢
定
マ
ル

ノ
グ
」
。
五
時
に
本
荘
か
ら
、
三
度
び
「
占
領
確
実
」
の
報
が
あ
り
、
こ
れ
で
戦
勝
が
決
定
的
に
な
っ
た
。
「
ツ
マ
リ
一
度
駄
目
グ
V

グ
ノ
ガ
、

内
応
ノ
騎
兵
が
来
グ
為
エ
弾
丸
ヲ
得
、
二
時
頃
カ
ラ
出
掛
ケ
テ
朝
マ
デ
＝
ヤ
ヲ
ツ
ケ
グ
ノ
ダ
」
。

四
日
午
後
、
北
は
本
荘
お
よ
び
宗
方
小
太
郎
と
馬
車
で
機
器
局
と
火
薬
庫
に
向
っ
た
が
、
革
命
軍
の
番
兵
に
入
る
の
を
拒
絶
さ
れ
、
「
軍
律

森
厳
グ
ト
一
感
服
」
し
て
帰
る
と
、
夜
八
時
に
な
っ
て
、
火
薬
庫
の
革
命
軍
か
ら
「
北
サ
シ
ニ
来
テ
グ
レ
」
と
知
ら
せ
が
あ
り
、
北
は
萱
野
長

知
・
本
荘
繁
を
誘
っ
て
火
薬
庫
に
到
り
、
黄
一
欧
に
面
会
し
、
満
足
し
た
。
「
腕
白
君
グ
チ
大
キ
ナ
寺
エ
居
グ
。
実
弾
ヲ
込
メ
テ
新
シ
イ
銃
ヲ

持
ヲ
テ
サ
モ
嬉
シ
サ
ク
デ
ア
ル
ガ
、
ヤ
ハ
リ
謙
遜
シ
テ
平
気
デ
ヰ
ル
。
二
十
才
前
後
ノ
連
中
グ
カ
ラ
興
国
ノ
気
運
驚
グ
ベ
キ
デ
ハ
ナ
イ
カ
」
。

さ
て
、
こ
の
清
藤
宛
の
第
五
信
の
後
半
部
分
と
、
十
二
月
六
日
午
後
六
時
発
、
内
田
宛
の
第
六
信
の
全
部
は
、
北
の
当
時
の

で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
見
地
が
、
の
ち
の
「
支
那
革
命
外
史
」
の
中
で
整
合
さ
れ
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
対
中
国
観
」

彼
の
主
張
を
一
点
に
要
約
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
人
に
対
し
て
、
今
後
は
従
来
の
中
国
観
を
「
革
命
的
に
変
改
せ
よ
」
と
い
う
点
に
尽
き
よ

う
。
「
満
洲
土
人
ガ
治
者
デ
ア
ル
ナ
ラ
パ
：
・
今
日
マ
デ
ノ
通
リ
ノ
対
清
策
デ
ヨ
ロ
シ
イ
。
革
命
党
即
チ
数
万
ノ
日
本
的
頭
脳
ガ
治
者
階
級
ヲ
形

ヅ
グ
y
テ
居
ル
新
支
那
昌
対
シ
テ
ハ
、
日
本
ノ
対
支
那
策
モ
一
変
シ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
。

l
而
モ
其
一
変
グ
ル
ヤ
、
支
那
ノ
革
命
シ
ツ
ツ
ア
ル

－
一
併
行
シ
テ
、
革
命
的
一
変
グ
ル
ベ
キ
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
イ
」
（
第
五
信
）
。
満
人
治
下
に
置
か
れ
た
た
め
の
、
そ
し
て
「
国
威
萎
鹿
」
の
た
め

の
漢
人
の
外
国
人
に
対
す
る
奴
隷
的
卑
屈
、
ま
た
そ
の
裏
返
え
し
と
し
て
の
、
日
本
人
の
彼
等
に
対
す
る
、
無
自
覚
で
す
ら
あ
る
「
暴
慢
」

「
排
満
興
漢
」
を
叫
ん
で
起
ち
上
っ
た
新
中
国
の
上
に
、
い
ま
や
「
国
権
ト
民
族
ノ
覚
醒
」
が
来
た
。
し

「
革
命
党
ノ
一
般
的
気
風
ハ
実
エ
日
本
教
育
ヨ
リ
継
承
シ
グ
モ
ノ
デ
ア
ル
」
。
多
い
時
は
一
万

は
、
今
や
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
も
そ
の
自
覚
は
、
「
日
本
的
－
7
釆
」
た
も
の
、

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
凶
尾
）

一
四
三



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
屯
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
四
足
）

一
問
凹

「
前
後
ヲ
通
ジ
テ
幾
万
ノ
留
学
生
、

吹
キ
込
シ
グ
カ
ラ
排
満
輿
漢
ノ
思
想
ガ
出
来
グ
ノ
グ
」
。
「
日
本
ハ
革
命
党
ノ
父
デ
ア
ル
：
・
。
日
本
ノ
教
育
ニ
ヨ

y

テ
生
レ
、
其
ノ
国
家
ノ
中
心

五
千
、

即
チ
四
億
万
漢
人
ノ
ア
ラ
ユ
ル
為
政
者
階
級
ノ
代
表
的
子
弟
て

日
本
ノ
国
家
主
義
民
族
主
義
ヲ

点
グ
ル
革
命
党
ノ
年
少
者
ガ
、
日
本
的
思
想
ヲ
有
シ
、
日
本
的
風
采
ニ
化
シ
、
日
本
的
行
動
ヲ
取
り
wノ
ツ
ア
ル
事
ハ
、
直
チ
ニ
新
国
家
ノ
政
策

モ
国
風
モ
日
本
的
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
証
明
シ
テ
ヰ
ル
。
結
論
ハ
コ
ク
グ
。
新
シ
キ
大
黄
国
ハ
日
本
ト
等
シ
グ
、
国
権
ト
民
族
ノ
名
ノ
下
＝
行
動
ス

ベ
シ
」
。
要
は
新
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、

－
一
排
日
ヲ
意
味
ス
ル
ト
同
時
ニ
根
本
的
一
一
精
神
的
－
一
親
日
デ
ア
ル
」

な
い
し
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ゴ
ー
を
認
め
て
尊
重
せ
よ
と
北
は
い
う
の
で
あ
り
、

「
コ
ノ
点
ハ
明
ラ
カ

」
と
の
認
識
を
持
て
と
い
う
の
で
あ
る
o

「
日
本
的
－
一
来
y
グ
新
興
国
ニ

対
シ
テ
一
点
デ
モ
其
レ
ニ
対
ス
ル
侮
リ
ガ
見
エ
グ
ラ
最
後
、

日
本
ハ
全
四
百
余
州
カ
ラ
ボ
イ
コ
ヲ
ト
サ
レ
ル
ノ
ダ
。

ソ
ノ
ボ
イ
コ
ザ
ト
グ
ル

ヤ、

一
時
的
経
済
的
デ
ナ
イ
、
永
久
的
ェ
一
切
ノ
方
面
カ
ラ
ゼ
ネ
ラ
ル
ボ
イ
コ
ッ
ト
グ
」
。
「
内
田
氏
モ
亡
国
ノ
朝
鮮
人
ノ
大
臣
共
ヲ
遇
ス
ル
時

ヨ
リ
モ
、

一
留
学
生
ノ
値
ハ
不
可
量
ノ
覚
倍
ヲ
以
7

テ
サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
。

熱
狂
的
心
酔
的
な
北
の
性
格
か
ら
来
た
評
言
と
は
い
え
、

ー、』，

の
時
点
で
の
こ
の
発
言
は
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
（
以
上
第
五
倍
）

当
時
上
海
に
お
け
る
排
日
空
気
に
つ
い
て
北
は
、

「
実
ニ
当
地
従
来
排
日
ノ
勢
盛
ナ
ル
、

御
地
一
一
テ
ハ
相
像
モ
及
パ
ザ
ル
程
」

と
い
っ
て
い

そ
れ
は
日
本
政
府
に
よ
る
北
京
政
府
文
援
に
対
す
る
憤
激
が
主
た
る
原
因
で
φ

め
っ
た
。
「
現
ニ
高
田
ノ
主
任
ナ
ド
ハ
革
命
党
ヨ
リ
暗
殺
ノ

脅
迫
状
ナ
ド
受
ケ
テ
居
ル
ノ
ヲ
出
シ
テ
見
セ
グ
。
一
寸
パ
カ
リ
官
軍
－
一
兵
器
ヲ
売
込
シ
ダ
為
、
当
地
デ
ハ
日
本
人
全
部
ノ
退
居
ヲ
命
ズ
ル
ト
イ

フ
位
ノ
風
評
サ
へ
立
ヮ
テ
キ
グ
ソ
l
グ
」
。
こ
の
排
日
感
情
を
彼
一
人
で
見
事
親
日
へ
と
転
じ
た
と
自
認
す
る
北
は
、
「
弟
ハ
実
ニ
宜
イ
所
へ
飛

込
グ
モ
ノ
」
と
い
っ
て
い
る
。
要
は
北
の
方
か
ら
「
赤
心
ヲ
質
ニ
箇
グ
態
度
デ
行
動
」
し
た
こ
と
で
、
党
員
の
聞
に
「
全
幅
ノ
信
用
」
を
一
身

ヲ。。に
集
め
得
た
し
、
ま
た
北
の
配
慮
と
応
急
の
措
置
｜
前
述
の
臨
機
の
三
措
置
ー
の
ほ
か
、
北
京
政
府
軍
の
上
海
に
対
す
る
艦
砲
射
撃
を
東
亜
同

文
書
院
の
宗
方
小
太
郎
か
ら
の
抗
議
に
よ
っ
て
中
止
さ
せ
た
り
し
た
事
な
ど
が
、
結
果
的
に
上
海
占
領
の
成
功
を
来
た
し
、
そ
の
た
め
、
今
は

「
子
ノ
裏
ヲ
醗
へ
ス
如
グ
親
日
ノ
気
運
ガ
隆
々
ト
シ
テ
現
ハ
レ
」
、
「
長
江
ノ
商
権
一
一
於
テ
ハ
（
日
本
人
が
1
筆
者
）
第
一
ノ
優
越
権
ヲ
得
ベ
グ
始



マ
y
グ
」
と
彼
は
い
う
。
「
ト
ニ
カ
グ
何
ヲ
ヤ
ル
ニ
モ
従
来
ノ
日
本
人
ノ
ヤ
リ
方
ガ
悪
グ
、
排
日
ガ
行
キ
波
ッ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
、

エ
テ
ユ
カ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
。
本
当
ニ
些
少
ナ
リ
ト
モ
革
命
軍
一
一
敵
意
ヲ
持
グ
セ
グ
ナ
ド
、
領
事
デ
モ
商
人
デ
モ
、
眼
ガ
何
処
に
附
イ
テ
ヰ
ル
カ
ト

根
本
ヨ
リ
立
替

呆
レ
カ
ヘ
ル
」
0

（
以
上
第
六
信
）

4 

第
七
信
は
十
一
月
八
日
発
、

「
武
邑
ニ
出
発
ス
ル
ニ
臨
ミ
上
海
ニ
於
ケ
ル
同
志
ノ
手
配
」
と
－
地
さ
れ
て
い
る
。

2
2
1
3
1

：： 

H
A
彰
白
一
短
し
カ
‘

北
の
意
図

を
窺
う
に
足
る
も
の
が
あ
る
。

北
は
宋
教
仁
か
ら
の
要
請
に
も
拘
ら
ず
、
上
海
占
領
工
作
に
約
十
日
を
費
し
、
こ
の
八
日
夜
九
時
に
至
っ
て
武
邑
に
向
け
出
発
す
る
。

に
先
立
ち
、
留
守
中
の
組
織
維
持
の
た
め
彼
は
、
上
海
都
督
陳
其
美
の
手
許
に
本
荘
中
佐
と
宗
方
小
太
郎
を
顧
問
と
し
て
留
め
た
。
こ
れ
は
固

よ
り
「
伍
廷
芳
ト
カ
李
平
書
ト
カ
云
フ
表
面
ノ
人
ニ
洩
ラ
サ
ザ
ル
個
人
ト
シ
テ
」
の
関
係
で
は
あ
る
が
、
北
と
し
て
は
こ
れ
を
以
っ
て
「
日
漢

同
盟
」
実
現
の
予
備
工
作
と
し
て
考
え
て
お
り
、
北
は
こ
の
「
日
漢
同
盟
」
を
他
の
箇
所
で
は
「
日
黄
国
攻
守
同
盟
」
と
も
称
し
た
。
そ
れ
は

北
と
し
て
は
、
真
に
独
立
国
と
し
て
の
「
日
本
」
と
「
中
国
」
と
の
、
互
い
に
各
自
の
、
ま
た
相
互
の
「
国
権
と
民
族
」
を
認
め
合
っ
た
上
で

こ
れ

の
同
盟
関
係
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
内
田
の
日
韓
合
邦
形
態
よ
り
一
段
進
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

る
批
判
は
、
次
の
第
八
信
に
も
再
び
繰
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
以
上
第
七
信
）

こ
の
意
識
か
ら
第
五
信
に
示
さ
れ
た
内
田
に
対
す

第
八
信
は
十
一
月
十
日
発
、
「
武
昌
行
途
中
、
船
南
京
ヲ
過
ギ
グ
ル
時
発
シ
グ
ル
書
翰
」
で
あ
る
。
こ
の
出
発
前
北
は
内
田
か
ら
「
余
り
日

本
ガ
求
ム
ル
所
ア
ル
ヤ
ワ
ニ
テ
ハ
疑
心
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
恐
レ
ア
リ
」
、
「
ヤ
リ
過
ギ
ヌ
ヤ
ワ
」
と
の
忠
告
、
及
び
軍
事
上
の
報
告
を
要
求
さ
れ
た

ら
し
く
、
こ
れ
に
対
す
る
反
パ
グ
的
返
書
が
こ
の
第
八
信
で
あ
る
。
こ
の
中
で
北
は
大
陸
浪
人
の
処
置
に
つ
い
て
内
田
に
申
送
り
、
次
の
よ
う

「
従
ッ
テ
無
用
ノ
浪
人
輩
、
特
ニ
上
海
香
港
ノ
問
エ
ハ
支
那
ゴ
ロ
ヤ
支
那
不
通
が
多
グ
、

に
い
う
。

今
日
ノ
時
ハ
尚
多
グ
渡
来
仕
候
筈
エ
付
、

上
海
デ
二
人
（
本
荘
と
山
－
小
方
、
筆
者
）
ノ
子
ニ
テ
止
メ
ル
コ
ト
ヨ
リ
モ
、
尊
台
先
（
ly
）

ハ
第
一
エ
御
取
締
り
ノ
御
方
針
エ
出
デ
ラ
レ
度
、
然
ラ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（凶尼）

一
凹
五



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て
（
商
尾
）

一
四
六

ズ
シ
パ
折
角
ノ
国
交
モ
其
等
－
一
ヨ

p
テ
傷
ケ
ラ
レ
申
ス
コ
ト
ハ
明
ラ
カ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
：
・
、
秘
密
ハ
・
：
其
等
ノ
ワ
イ
ワ
イ
連
中
エ
ヨ
リ
テ
先

ヅ
列
国
ノ
猪
疑
ヲ
引
グ
可
グ
、
真
エ
今
日
ノ
急
務
ハ
、
先
ヅ
浪
人
共
ヲ
取
締
ル
コ
ト
＝
候
」
。
つ
い
で
軍
人
に
つ
い
て
も
既
に
第
二
信
で
申
送

っ
た
と
同
じ
く
、
「
数
ノ
多
キ
ハ
却
ヲ
テ
疑
心
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
」
害
あ
る
こ
と
、
「
寧
ロ
地
理
人
情
＝
通
ジ
、
参
謀
グ
ル
真
価
ヲ
有
シ
」
、
倣
慢

不
遜
な
人
物
や
主
我
的
な
人
物
を
排
除
し
て
、
「
思
想
ハ
軍
隊
外
エ
モ
通
ジ
テ
、
非
侵
略
主
義
ノ
人
グ
ル
ヲ
要
件
ト
致
度
候
。
此
儀
ハ
切
＝
御

含
ミ
願
上
候
」
と
い
う
。
内
田
の
意
図
と
北
の
意
図
の
聞
に
い
ま
や
微
妙
な
「
ズ
レ
」
が
生
じ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
日
韓
合
邦
に
お
け

る
杉
山
茂
丸
と
現
地
当
事
者
で
あ
っ
た
当
時
の
内
固
と
の
聞
に
見
ら
れ
た
「
ズ
レ
」
に
似
た
関
係
が
、
い
ま
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
。
北
は
こ
の

第
八
信
の
最
後
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
語
調
を
強
め
て
主
張
し
た
。
「
清
（
藤
l
筆
者
〉
兄
宛
ノ
革
命
ノ
思
想
的
説
明
ハ
ヨ
グ

f
I御
玩
味
被
下

度
、
コ
ノ
点
ヲ
解
ス
ル
モ
ノ
支
那
逓
一
二
』
党
員
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ニ
モ
無
之
、
而
モ
其
ナ
グ
シ
テ
ハ
何
ノ
タ
メ
ノ
国
家
的
援
助
ナ
ル
ヵ
、
又
何
ノ

ダ
メ
ノ
日
漢
同
盟
ナ
ル
カ
モ
不
可
解
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
万
々
一
朝
鮮
ノ
心
得
ヲ
抱
キ
テ
ハ
、
折
角
ノ
大
功
業
ガ
手
ノ
裏
ヲ
翻
ス
ヤ
ク
可
相
成

候
問
、
ヨ
グ

1
1御
体
得
願
上
候
」
。

北
の
内
田
の
姿
勢
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
発
言
の
意
味
は
何
か
。
こ
の
時
点
ま
で
の
過
去
の
内
田
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
北
は
の
ち
の
ち
ま

で
、
こ
れ
を
感
謝
し
て
い
る
筈
で
あ
っ
た
。
「
支
那
革
命
外
史
」
に
日
く
、
「
不
肖
が
内
田
君
等
の
活
動
に
期
待
せ
し
は
、
其
山
県
・
桂
諸
公
の

長
州
系
に
有
す
る
地
歩
に
よ
り
て
、
当
時
の
中
心
的
権
力
な
る
彼
等
の
黙
詩
又
は
冥
助
を
得
る
事
に
在
り
き
」
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
一
応
果
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
「
武
漢
革
命
と
同
時
に
杉
山
茂
丸
と
共
に
桂
を
動
か
し
山
県
を
動
か
し
・
：
、
武
漢
を
鎮
圧
し
て
満
洲
の
屑
々
た
る
詩
懸
案
解

決
の
好
意
（
清
朝
側
の
｜
筆
者
）
を
買
ふ
べ
し
と
す
る
打
算
的
無
道
〈
日
本
政
府
の
l
筆
者
〉
ー
を
破
砕
し
て
、
草
命
の
蔚
芽
を
膝
摘
せ
ん
と
す
る
過

失
を
一
髪
の
聞
に
限
止
し
た
る
も
の
な
り
。
こ
れ
実
に
他
の
重
々
者
流
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ
る
氏
（
内
田
｜
筆
者
）
の
勲
功
に
し
て
、
宋
君
等
革

命
党
一
団
の
深
く
認
め
て
感
謝
せ
し
所
な
り
き
」
。
そ
し
て
そ
の
「
感
謝
」
の
電
報
は
事
実
か
の
「
革
命
電
文
集
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

れ
は
十
二
月
六
日
附
、
宋
か
ら
内
田
宛
の
も
の
で
、

そ

帥
「
我
国
ノ
グ
メ
＝
貴
下
及
ピ
杉
山
茂
丸
氏
ノ
尽
サ
レ
グ
ル
秘
密
ノ
援
助
ト
勲
功
ト
ハ
、
永
グ
記
憶
ス
ヘ
シ
、
近
日
北
君
ヲ
派
遣
シ
謝
意
ヲ



一
不
セ
シ
ト
ス
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
内
田
に
対
し
て
、
い
ま
、
北
が
抱
く
不
安
は
、

の
対
満
政
策
を
介
し
て
の
、
内
固
と
軍
部
官
僚
と
の
癒
着
関
係
で
は
な
か
っ
た
か
。

一
つ
に
は
内
田
の
抱
懐
す
る
対
満
政
策
で
あ
り
、
他
は
こ

こ
の
年
十
一
月
発
表
の
内
田
の
「
支
那
改
造
論
」
の
要
旨

キ
目
晶
、
市
E

－

t
 

中
国
改
造
の
た
め
の
共
和
政
治
建
設
に
関
し
て
、
列
国
中
に
指
導
権
を
執
り
、
中
国
本
土
の
分
割
を
予
防
す
る
こ
と
。

2 

法
廷
を

し
て
、
政
権
を
漢
人
の
新
中
国
に
返
還
さ
せ
、
満
洲
の
地
に
引
退
さ
せ
て
そ
の
宗
廟
を
保
た
し
め
る
こ
と
。

3 

革
命
党
と
清
廷
と
の
問
を
調

停
し
て
戦
局
を
終
結
さ
せ
、
満
蒙
の
地
は
、
日
本
の
保
護
と
清
室
主
権
の
下
、

問’
N
半
伝
」
五
O
八
口
〉
。
内
田
に
と
っ
て
、
中
国
革
命
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
事
は
む
し
ろ
満
蒙
処
理
の
問
題
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日

本
の
保
護
の
下
に
お
け
る
満
蒙
等
五
族
共
栄
圏
の
構
想
は
、
一
肱
「
日
韓
合
邦
」
の
そ
れ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
北
の
、
宋
・
黄
支
援
に
よ

る
「
対
中
国
外
交
の
革
命
的
変
革
要
求
」
の
姿
勢
か
ら
見
る
時
、
こ
の
内
田
に
対
し
て
北
は
一
、
肱
の
危
ぶ
み
な
し
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
次
の
第
九
信
に
も
う
か
が
わ
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
（
以
上
第
八
信
）

日
満
蒙
鮮
支
五
族
の
共
栄
圏
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
「
閃
士
内

5 

第
九
倍
は
十
一
月
十
三
日
発
、
「
武
日
都
督
府
ニ
テ
宋
教
仁
ト
会
見
ノ
状
ヲ
報
ズ
ル
書
」
で
あ
る
。
北
は
十
二
日
午
前
十
時
武
昌
に
祈
き
、

午
後
四
時
域
内
に
入
っ
た
。
そ
の
翌
日
北
京
で
は
震
世
凱
が
総
理
拝
命
の
た
め
入
城
し
た
。
内
田
に
よ
っ
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
須
佐
嘉

橘
は
、
そ
の
第
一
信
の
十
一
月
十
五
日
附
で
そ
の
模
様
を
ゴ
昨
十
三
日
午
後
、
京
ハ
西
門
ヨ
リ
入
京
セ
シ
ガ
、
武
装
シ
グ
ル
二
百
余
ノ
兵
一
一

護
セ
ラ
レ
グ
ル
仰
々
敷
状
態
ナ
リ
シ
」
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
漢
陽
方
面
で
は
こ
の
十
二
日
、
清
軍
第
一
軍
総
統
泌
園
部
が
攻
撃
中
で
、
こ

の
北
の
報
告
書
中
「
黄
兄
今
漢
陽
ノ
軍
中
z
在
り
。
砲
火
＝
暴
露
シ
テ
、
グ
メ
ェ
我
軍
ノ
気
揚
リ
居
リ
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
宋
教
仁
は
こ
の

武
昌
都
督
府
の
「
本
尊
」
の
地
位
に
あ
り
、
「
湖
南
・
湖
北
」
の
首
領
た
ち
は
彼
を
此
地
の
総
督
に
仰
が
う
と
会
議
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
北

も
宋
も
十
三
日
中
に
も
「
直
チ
ニ
一
一
人
シ
テ
南
京
－
一
向
フ
積
リ
」
で
あ
り
、
「
天
下
ノ
形
勢
定
マ
リ
グ
ル
上
ハ
」
、
黄
興
を
大
総
統
に
推
す
つ
も

北
一
郷
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
雪
間
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一
四
七



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一
四
八

り
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
支
那
革
命
外
史
」
六
、
「
卒
命
渦
中
の
批
評
」
に
詳
細
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
武
昌
に
到
着
し
て
、
北
が
不
快
に
思
っ
た
の
は
「
参
謀
」
と
し
て
派
遣
し
た
筈
の
古
川
大
尉
が
未
到
着
で
あ
り
、

そ
の
原
因

が
、
「
陸
軍
ト
参
謀
本
部
ト
マ
チ
マ
チ
」
で
、
「
又
南
京
ニ
向
フ
一
人
モ
紹
介
ノ
マ
、
－
一
テ
出
発
ヲ
見
合
ハ
サ
シ
メ
ヨ
ト
ノ
命
令
ア
リ
シ
ト
ヵ
、

古
川
モ
同
一
筆
法
－
一
テ
、
途
中
ニ
プ
ラ
ツ
キ
居
ル
ナ
ラ
シ
」
と
推
測
さ
れ
た
事
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
北
の
熱
意
は
、
日
本
側
な
い
し
内
田
な

内
田
の
方
略
の
主
眼
は
む
し
ろ
満
蒙
に
お
け
る
日
本
の
指
導
権
樹
立
に
あ
り
、

ど

の

態

度

に

不

満

を

感

じ

さ

せ

る

点

が

多

か

っ

た

。

そ

れ

は

「
口
約
束
」
で
あ
っ
た
に
せ
よ
孫
文
と
の
問
の
確
約
と
、
内
田
自
身
は
考
え
て
の
、
内
田
の
中
国
共
和
革
命
・
援
助
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
北

と
し
て
は
、
現
地
の
、
革
命
運
動
の
只
中
に
身
を
置
い
て
痛
感
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
何
よ
り
も
日
本
の
対
中
国
関
係
の
「
革
命
的
な
変
革
」
、

日
漢
両
国
の
「
百
年
不
離
ノ
因
縁
ヲ
固
メ
」
る
た
め
の
日
本
側
の
万
全
な
る
支
援
の
必
要
そ
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
現
在
の
革
命
軍
へ
の
献
身

的
な
行
為
を
彼
は
「
百
年
国
家
ノ
長
計
ヲ
立
テ
ン
ト
ス
ル
孤
忠
、
唯
グ
神
明
ノ
知
ル
ア
リ
」
と
考
え
て
い
る
。
北
は
こ
こ
に
至
っ
て
彼
の
憤
慨

を
爆
発
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
υ

「
然
ル
ニ
此
地
ニ
来
テ
見
レ
パ
、
其
ノ
不
信
用
ナ
ル
所
為
既
三
則
述
ノ
如
シ
：
・
。
又
陸
軍
ト
海
軍
ト
仲
ア
シ
キ
グ
メ
、
無
線
電
信
ヲ
使
用
セ

シ
メ
ズ
・
：
不
統
一
モ
極
マ
レ
リ
・
：
。
要
ス
ル
エ
日
本
政
府
ト
シ
テ
助
力
無
之
、
何
ノ
交
換
問
題
ヲ
提
出
セ
ラ
レ
得
ベ
キ
ヤ
」
。
北
は
こ
の
地
に

h
k

、o

J

山
し
お
け
る
英
・
米
の
革
命
党
に
対
す
る
援
助
活
動
を
自
の
前
に
見
て
、
日
本
の
た
め
に
焦
慮
し
、
「
日
本
側
の
援
助
の
皆
無
」
を
歎
じ
ざ
る
を
得

こ
の
点
が
こ
れ
以
後
の
日
本
政
府
の
対
中
国
要
求
に
対
す
る
北
の
非
難
の
根
拠
と
し
て
、
「
支
那
革
命
外
史
」
の
中
に
強
調
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
o

（
以
上
第
九
信
）

第
十
信
は
十
一
月
十
四
日
発
、
清
藤
宛
「
南
京
下
江
ノ
船
中
＝
テ
漢
陽
軍
司
令
部
ヲ
訪
フ
ノ
状
ヲ
報
ズ
ル
ノ
番
」
と
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
北
が
「
漢
陽
軍
司
令
部
」
を
訪
う
た
事
実
は
こ
の
書
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
。

北
は
こ
の
十
四
日
午
後
四
時
武
昌
を
出
発
し
、
大
利
丸
に
乗
船
し
て
宋
と
共
に
南
京
に
向
っ
た
。

そ
の
目
的
は
「
各
省
統
一
ノ
重
大
事
L

に

あ
っ
た
が
、
ま
た
、
無
能
な
徐
師
団
長
交
迭
の
意
図
も
あ
っ
た
事
が
第
十
三
信
に
見
え
る
。
そ
の
目
的
地
南
京
は
「
先
程
食
堂
デ
開
ケ
パ
南
京



ノ
戦
争
、
最
中
ノ
由
」
で
あ
り
、
北
と
し
て
は
到
若
ま
で
に
「
南
京
己
エ
我
軍
グ
ラ
パ
ヨ
シ
、
サ
ラ
ズ
パ
宋
兄
其
方
ヲ
努
メ
、
直
＝
統
一
エ
取

カ
カ
リ
可
申
」
、
そ
し
て
彼
自
身
は
上
海
に
赴
い
て
「
依
頼
ノ
軍
部
製
造
軍
髄
等
一
括
シ
テ
所
弁
シ
グ
キ
」
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
北
の
武
昌
行
き
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
内
田
と
の
聞
に
了
解
事
項
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
九
信
中
に
「
彼
ノ
件
根
本

－
一
於
テ
寝
物
語
－
一
決
定
仕
候
。

一
応
黄
興
兄
マ
デ
巾
出
置
カ
ウ
ト
存
ジ
候
」
と
い
っ
て
い
る
。

「
一
件
」
を
第
十
信
で
も
「
彼
ノ
件
ハ
更
一
二
馬
ト
協
議
ヲ
要
シ
、
且
ツ
南
京
行
ハ
各
省
統
一
ノ
重
大
事
ニ
付
キ
、
黄
興
一
一
ハ
兵
ヲ
以
テ
寸
簡
ヲ

渡
シ
、
且
ハ
子
息
一
欧
君
ヨ
リ
伝
言
ダ
ケ
ヲ
伝
へ
、
外
交
ノ
事
決
シ
テ
憂
フ
ル
勿
レ
ト
ノ
ミ
申
シ
ヤ
リ
」
と
い
う
。
こ
の
限
り
で
は
「
彼
ノ
一

件
」
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
田
と
の
了
解
事
項
と
い
う
事
か
ら
推
し
て
、
内
田
の
こ
の
時
点
で
の
方
策
た
る
、
か
の
「
支
那
改
造
論
」

万
事
宋
君
マ
カ
セ
ノ
由
ニ
候
ヘ
ド
モ
、

こ
の

中
の
諸
点
、
漢
人
革
命
達
成
援
助
、
治
廷
の
満
洲
隠
退
承
認
、
そ
の
上
で
の
停
戦
と
い
う
事
に
関
す
る
も
の
か
、
或
は
黄
興
を
大
総
統
に
推
す

件
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
書
信
中
、
北
の
孫
文
観
が
述
べ
ら
れ
、
「
支
那
革
命
外
史
」
を
貫
く
孫
文
批
判
が
、
こ
の
時
点
か
ら
明
確
に
な
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
ο

そ
し
て
そ
れ
は
、
北
が
革
命
運
動
に
入
つ
て
の
ち
、
宋
教
仁
へ
の
傾
倒
を
深
め
、
黄
一
欧
に
対
す
る
個
人
的
な
愛
情
の
深
ま
り
に
反
比
例
し
て

明
確
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
過
程
は
、
第
一
信
以
後
こ
の
第
十
信
に
至
る
ま
で
の
書
簡
中
に
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。

「
君
、
孫
君
ノ
愚
ナ
ル
、
何
ゾ
甚
シ
キ
ヤ
ト
申
度
候
：
・
。
徒
ラ
ニ
米
国
ノ
遠
キ
ニ
在
リ
テ
無
用
ノ
騒
ギ
ヲ
為
シ
、
愚
民
ノ
問
ニ
不
日
軍
艦
ヲ

率
ヰ
テ
応
援
ニ
来
ル
ナ
シ
ド
風
説
サ
レ
ツ
ツ
ア
ル
中
ニ
、
自
家
ハ
康
有
為
ト
等
シ
グ
、
大
蒔
ヨ
リ
投
ゲ
出
サ
レ
ツ
ツ
ア
ル
ヲ
知
ラ
ズ
・
：
。
鉄
砲

タ
マ

ノ
丸
ガ
恐
グ
テ
革
命
呼
パ
ワ
リ
、
片
腹
痛
シ
ト
可
申
候
」
。

こ
の
第
十
信
は
清
藤
幸
七
郎
宛
で
あ
る
。
市
藤
は
既
に
十
一
月
十
一
日
に
神
戸
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
北
は
ま
だ
こ
の
事
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
（
以
上
第
十
信
）

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

ハ
西
尾
）

一
四
九



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一五
O
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第
十
一
信
は
十
一
月
十
四
日
発
、
「
南
京
入
城
ヲ
報
ス
ル
ノ
書
」
で
あ
る
。
こ
の
前
量
一
日
中
、
筆
写
の
節
、
こ
の
「
十
四
日
」
を
「
十
五
日
？
」

と
し
て
い
る
が
、
十
六
日
発
の
第
十
二
信
中
、
「
一
昨
日
入
城
云
々
」
と
見
え
る
の
で
、
「
十
四
日
発
」
で
よ
い
事
に
な
る
。
北
の
武
昌
・
南
京

北
が
眼
前
に
し
た
南
京
は
張
勲
寧
の
支
配

「
支
那
革
命
外
史
」

に
詳
細
な
記
述
が
ゐ
り
、

こ
の
書
信
の
内
容
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。

一
行
は
入
城
し
て
事
を
成
す
の
緒
口
の
絶
え
た
事
に
当
惑
し
た
が
、
結
局
宋
の
「
城
に
入

そ
し
て
北
は
、
「
宋
兄
等
外
三
名
ハ
外
ニ
置
キ
、
日
本
人
ノ

行
は
下
に
あ
り
、
「
全
く
黄
龍
旗
の
領
域
」
で
あ
っ
た
。

り
て
見
れ
ば
亦
何
等
か
の
途
を
見
出
す
ベ
し
」
と
の
決
意
に
よ
っ
て
上
陸
し
た
。

偽
名
ヲ
以
テ
大
荒
屋
ノ
日
本
宿
＝
領
事
館
ノ
御
客
ト
シ
テ
残
シ
置
キ
」
、
彼
自
身
は
南
京
代
表
者
側
鉄
僧
と
共
に
、
「
宋
兄
ト
面
識
ア
ル
大
阪
毎

日
記
者
ニ
談
ジ
テ
、
領
事
館
員
ノ
家
族
避
難
－
一
テ
下
江
ス
ル
ヲ
、
書
記
生
吉
原
大
蔵
氏
ノ
見
送
－
フ
ル
ル
ア
ル
ヲ
頼
ミ
、
日
本
領
事
館
ノ
馬
車
ヲ

連
ラ
ネ
テ
」
域
内
に
乗
り
込
ん
だ
。

領
事
館
で
は
領
事
に
面
会
、
こ
こ
で
内
田
宛
の
第
十
一
信
を
書
い
た
。
彼
は
明
日
鎮
江
に
向
い
、
革
命
軍
参
謀
の
手
配
を
済
ま
せ
た
上
で
直

ち
に
上
海
に
帰
る
矛
定
を
立
て
て
い
る
。
（
以
上
第
十
一
信
）

以

下

第

十

二

信

と

第

十

三

信

は

、

北

が

上

海

に

帰

着

す

る

ま

で

の

報

告

で

、

第

十

二

信

は

十

六

日

夜

鎮

江

発
、
葛
生
修
一
売
宛
「
南
京
出
城
ノ
状
ヲ
報
ス
ル
ノ
書
」
で
、
第
十
三
倍
は
十
八
日
発
、
宛
先
は
内
田
良
平
、
「
南
京
城
ヲ
出
デ
テ
上
海
ニ
帰
省

セ
ル
状
ヲ
報
ス
ル
ノ
書
」
で
あ
る
。
そ
の
大
体
は
「
支
那
革
命
外
史
」
に
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。
十
四
日
夜
は
城
外
に
待
た
せ
た
宋
の
安
否
を

案
じ
つ
つ
城
内
に
一
夜
を
明
か
し
、
十
五
日
早
朝
、
南
京
城
内
を
ま
さ
に
虎
口
を
脱
す
る
思
い
で
脱
出
し
た
。
北
は
宋
か
ら
、
各
省
同
志
の
連

絡
名
簿
を
預
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
見
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
城
外
で
宋
と
無
事
を
喜
び
合
い
、
大
阪
毎
日
記
者
の
好
意
で
鎮
江
ま
で
の
小

蒸
気
船
の
便
宜
を
得
て
、
夜
に
入
っ
て
鎮
江
に
到
着
、
こ
こ
で
軍
部
関
係
と
の
連
絡
を
終
っ
た
。
十
七
日
は
南
京
の
同
志
の
歓
待
を
受
け
、
十

八
日
に
上
海
に
帰
着
し
た
。
電
文
集
の
紛
「
今
、
上
海
ニ
来
グ
、
ス
ベ
テ
ヨ
キ
ヨ
ワ
ニ
、
コ
ク
ケ
イ
カ
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
を
示
す
。

そ
の
内
容
は
重
複
し
て
い
る
。



し
か
し
上
海
に
帰
着
し
て
見
る
と
事
態
は
必
ず
し
も
彼
の
計
画
通
り
に
運
ん
で
い
な
い
事
を
知
っ
た
。
「
一
体
日
本
ノ
商
人
モ
政
府
モ
ア
マ

り
眼
先
キ
パ
カ
リ
グ
カ
ラ
駄
目
グ
」
、
「
僕
ガ
折
角
田
漢
ノ
関
係
ヲ
円
満
－
一
シ
ヤ
ウ
ト
シ
テ
モ
、
後
カ
ラ
プ
チ
コ
ワ
シ
デ
ヤ
ラ
レ
テ
ハ
何
モ
ナ
ラ

ヌ
。
政
府
モ
方
針
ガ
一
定
シ
テ
キ
ル
位
ナ
ラ
、
ク
シ
ト
腰
ヲ
据
エ
テ
、
干
渉
デ
モ
圧
制
デ
モ
シ
テ
ハ
ド
ク
グ
」
ハ
第
十
三
信
〉
。
殊
に
彼
が
腹
を

据
え
か
ね
た
の
は
、
高
田
商
会
の
態
度
で
あ
っ
た
。
革
命
軍
に
と
っ
て
、
日
本
側
の
武
器
援
助
こ
そ
渇
望
す
る
所
、
北
と
し
て
も
こ
れ
を
「
日

漢
関
係
」
の
太
い
紳
と
考
え
る
の
に
、
高
田
商
会
の
態
度
に
は
煮
え
切
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
「
彼
ノ
商
会
ノ
主
人
ヲ
喚
シ
グ
ラ
、
旅
行
シ
テ
ヰ

ル
グ
メ
＝
代
人
ヲ
ヨ
コ
シ
グ
。
千
三
百
円
位
ノ
チ
ッ
ポ
ケ
ナ
モ
ノ
ヲ
、
ハ
見
本
品
と
し
て
在
庫
し
て
い
た
機
関
砲
一
挺
の
こ
と
を
い
う
l
筆
者
）
僕
＝
ハ

主
任
ガ
上
納
ス
ル
ト
約
束
シ
ナ
ガ
ラ
、
マ
グ
持
？
テ
行
カ
ズ
、
其
他
一
切
未
決
デ
居
ル
。
僕
ハ
嚇
怒
シ
タ
・
：
。
今
晩
中
都
督
へ
持
y
テ
行
ケ
ト

云
ッ
テ
置
イ
グ
ガ
、
グ
ズ
グ
ズ
ス
ル
ナ
ラ
明
朝
ハ
断
然
他
＝
委
任
ス
ル
ツ
モ
リ
デ
ア
ル
」
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
関
係
あ
る
書
簡
が
、
須
佐
嘉
橘
か
ら
内
田
に
送
ら
れ
て
い
る
。
須
佐
通
信
の
伸
、
「
十
一
月
十
六
日
夜
、
北
京
発
」
に

よ
る
と
、
十
五
日
北
京
で
は
震
世
凱
が
内
閣
組
織
を
発
表
し
、
革
命
党
員
狩
り
が
厳
重
で
、
列
国
公
使
の
動
き
が
激
し
い
こ
と
を
報
告
し
、
つ

い
で
第
三
信
、
「
十
一
月
十
九
日
発
」
に
よ
る
と
、
震
内
閣
が
革
命
派
と
の
妥
協
に
腐
心
中
で
、
こ
れ
に
対
す
る
列
国
使
臣
聞
の
暗
闘
が
激
烈

金
策
に
苦
し
む
北
京
政
府
に
つ
け
込
み
つ
つ
あ
り
と
報
じ
た
の
ち
、
「
武
器
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
報
告

で
あ
る
が
、
中
に
も
ド
イ
ツ
は
、

し
て
い
る
。

革
命
派
モ
北
京
朝
廷
モ
武
器
エ
欠
之
セ
ル
ハ
言
語
ノ
外
、
数
日
前
大
倉
組
－
一
小
銃
六
千
挺
ノ
取
組
ヲ
天
津
ノ
支
店
エ
於
テ
為
シ
グ
リ
ト
噂

サ
ア
リ
。
三
井
三
菱
大
倉
等
ハ
、
大
平
洋
行
ノ
名
ノ
下
＝
、
頻
リ
＝
運
動
シ
、
又
高
田
商
会
モ
怠
p
ナ
シ
。
然
シ
、
三
四
目
前
ヨ
リ
北
京
政

府
、
武
器
弾
薬
ノ
買
入
約
束
ヲ
個
人
ト
シ
テ
為
ス
ヲ
思
ヒ
止
メ
ダ
ル
ガ
如
シ
。
一
説
＝
ハ
日
本
政
府
－
T
依
頼
シ
グ
リ
ト
モ
云
フ
。

こ
う
し
て
、
又
し
で
も
日
本
政
府
の
北
京
政
府
支
援
と
、
太
平
商
会
な
ど
の
利
潤
行
為
が
、
北
の
目
指
す
日
本
の
対
中
国
関
係
の
「
革
命
的

変
革
」
を
阻
害
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
問
題
は
南
京
政
府
成
立
後
も
、
こ
の
書
簡
に
継
続
す
る
北
か
ら
内
田
宛
の
電
文
集
の
中
で
も
、
日
本
側
の

中
国
革
命
に
対
す
る
大
き
な
裏
切
り
行
為
と
し
て
、
繰
り
返
し
訴
え
ら
れ
て
い
る
点
な
の
で
あ
っ
た
。

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
冨
文
集
」
と
「
報
告
書
簡
集
」
に
つ
い
て

（
西
尾
〉

五



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
に
関
す
る
「
電
文
集
」
と
「
撃
口
書
簡
集
」
に
つ
い
て

以
上
が
北
一
輝
の
「
報
告
書
簡
」
十
三
通
の
紹
介
で
あ
る
。

審議
震は
福

青雪
国ネ
治ス
氏コ
lと協
対会
し企
深画
く九

議裂
の化
意綜
を合
呈研
す究
るの

準語
でを
あな
るす
。も
の
で
あ
る

（
西
尾
）

昭
和
四
六
・
一
－ 一五－



ON THE REPORTS OF THE CHINESE REVOLUTIONS 
IN 1911 WRITTEN BY IKKI KITA ( ~t-,np:) 

By Yotaro NISHIO 

At the end of October in 1911, Ikki Kita, by order of Ryohei Uchida 

(r3fE~Sf), went over to Shanghai to give support to the revolutionary 
army. His activities in China were informed to Uchida in detail by 
thirteen letters and fifty-nine telegrams. These reports are now 
preserved by Mr. Osamu Uchida (r3fE7a), son-in-law of Ryohei. 

In this article, the author studied the thought of Ikki Kita on 
the Chinese Revolution through these materials, especially through 

his letters. His political thought seems to have showed us the 

proper and reasonable attitude of Japan, which may be adaptable for 
us in the present also, in the relations with China. 

Finding two errors in the formerly accepted opinions on Kita's 

going to Shanghai, the author tried to correct these errors. 

The author's study on the telegrams, which could not be dealt with 

in this article, will be published in the other one. 

-5-


	p127
	pa005



